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日米貿易協定の原産地規則

～CPTPPとの比較考証～

山 岡 時 生

長 谷 川 実 也１

Abstract
Preferential Rules of Origin（ROO）play a crucial role in determining the eligibility of pref

erential treatment provided by FTA/EPAs; however, due to proliferation of various FTA/
EPAs, it is necessary to follow the consequence of various ROO provisions in those FTA/EPAs.
There may be some tendency to converge those rules based on experiences acquired through
FTA/EPA negotiations and influence by“MEGA”FTA/EPAs.
In this context, we are wondering why“Trade Agreement between Japan and the United

States of America”, which came into force in January２０２０, was concluded within such a short
period as six months, and how provisions on ROO are formed; some of those may be derived
from the provisions in the CPTPP to which both Japan and the US once agreed.
Thus, this paper examines similarities and dissimilarities in terms of ROO provisions be

tween this Agreement and the CPTPP, which both parties have already agreed on, as well as
other FTA/EPAs.
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１ 現財務省東京税関調査部長（前長崎大学教授）。本文中３.３は長谷川，３.４は山岡による執筆。
２ 環太平洋パートナーシップ（TPP）協定は，豪州，ブルネイ，カナダ，チリ，日本，マレーシア，メキ

はじめに

自由貿易協定（FTA）や経済連携協定（EPA）の締結や交渉が進展しているところである
が，原産地規則は，それら協定の締約国間で適用される特恵の対象となる産品を決定するルー

ルとして不可欠なものである。FTA・EPAの増加とともにそれぞれ異なる内容の原産地規則
が策定され，原産地規則が多様化，かつ，複雑化することによる影響が注目されてきている。

一方で，各国がそれぞれの FTA・EPAの原産地規則の運用で得られた経験，また，FTA・
EPAの広域化や多くの締約国が対象となる CPTPP２，日 EU・EPAといったメガ FTA・EPA
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シコ，ニュージーランド，ペルー，シンガポール，米国及びベトナムで交渉された経済連携協定で，２０

１６年２月にニュージーランドで署名された。２０１７年１月の米国の離脱表明を受け，日本のイニシアティ

ブにより，米国以外の１１ヵ国で TPPの内容の早期発効を調整した結果，２０１７年１１月に環太平洋パート
ナーシップに関する包括的及び先進的な協定（CPTPP）に大筋合意，２０１８年３月に署名，２０１９年１２月３０
日に発効している。メキシコ，日本，シンガポール，ニュージーランド，カナダ，豪州，ベトナムの７

か国が受諾済み（２０２０年３月３１日現在）。
３ 長谷川（２０１９b）参照。
４ 米国側では，大統領貿易促進権限（TPA）法の規定により，５０％を超えない関税削減や５％以下の従価
税の削減は議会への承認手続きなしで実施することが可能。Trade Priorities Act, Section１０３（a）（Title
I of P.L.１１４-２６）参照。

５ 記者からの質問に対し，茂木大臣より「要するに TPP，日 EU・EPA等が発効して，アメリカの農産物
の競争条件が悪くなっている，これを改善したい，こういう話はありました」と発言。内閣官房 HP「日
米貿易交渉に関する閣僚会合・首脳会談の開催に関する茂木大臣による記者会見の概要」参照。

の進展によって，複雑化した原産地規則を収斂させる動きがあり，また，原産地規則の適正な

実施を確保するための証明・確認手続きについても，従来の第三者による証明から自己証明へ

の流れが進むなど，簡素化に向けた動きがあるとされている３。

２０２０年１月に発効した日米貿易協定は，交渉対象分野が，限られた品目の関税率と関連する

原産地規則に限られていたとはいえ，わずか６か月で交渉が妥結している。通常長期間の交渉

期間を要する関税及び原産地規則に関する条文について，日米双方が合意していた CPTPPが
基として策定されたために迅速な合意が可能であったのか，そうでない品目については，日米

それぞれ特有の問題も抱える産品についての事情がどの程度品目別原産地規則に反映されたも

のであろうか。

本稿では，日米貿易協定の原産地規則分野について主に CPTPPとの比較を行い，メガ EPA
である日米貿易協定がどのような位置づけとなるかについての分析を行うこととする。

１．日米貿易協定について

１.１ 交渉経緯

日米貿易協定は，２０１８年９月の日米首脳会談において貿易交渉を開始することで一致し，共

同声明を発表，２０１９年４月１５日の交渉開始からわずか６か月に満たない９月２５日に最終合意に

達している。その後同年１０月７日の署名，日本側において１２月４日の国会承認を経て４，２０２０

年１月１日に発効している。

これまでの EPAにおいては，最短でも日・シンガポール，日・チリ，日・ブルネイ EPA
で見られるように，１２～１３か月の時間を要している（表１）。こうした異例の迅速な交渉と合

意のプロセスについては，米国が２０１７年１月に TPP離脱を表明する一方，米国以外の TPP参
加国で形成する CPTPPの２０１８年１２月３０日の発効や２０１９年２月１日の日 EU・EPA発効によ
り，米国による農産物に代表される競争条件の悪化が表明化してきた５という問題により，ト
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６ 記者からのサービス分野で交渉を始める可能性についての質問に対して，茂木大臣より「長い時間がか

かる，そういうことについて協議の対象に入れるということは相手側も想定していないという話であり

ましたから，日本で制度改正を伴うような問題となったら相当な時間がかかってしまいます」と回答。

内閣官房 HP「茂木大臣による記者会見の概要」参照。
７２０１８年９月の共同声明においては，「日米物品貿易協定（TAG）について，また，他の重要な分野（サー
ビスを含む）で早期に結果を生じ得るものについても，交渉を開始する」とされていた。内閣官房 HP
「日米共同声明」参照。

８ 交渉開始から署名までを交渉期間としている。交渉開始及び署名時期については，税関ホームページ参

照。
９ 日本は２０１３年７月から交渉に参加。
１０第６条において，「両締約国は，いずれかの締約国の要請の後３０日以内に，この協定の運用又は解釈に

影響を及ぼす可能性のある問題について，６０日以内に相互に満足すべき解決に達するために協議を行

う」と規定。

表１ 我が国のEPA の交渉期間８

６ヶ月２０１９年１０月２０１９年４月日米貿易協定
５年４ヶ月２０１８年７月２０１３年３月日 EU・EPA
１年２ヶ月２０１８年３月２０１７年１月CPTPP
５年１１カ月２０１６年２月２０１０年３月TPP９
２年８ヶ月２０１５年２月２０１２年６月日・モンゴル EPA
７年３ヶ月２０１４年７月２００７年４月日・豪州 EPA
２年２０１１年５月２００９年５月日・ペルー EPA
４年１ヶ月２０１１年２月２００７年１月日・インド EPA
２年２００８年１２月２００７年１月日・ベトナム EPA
１年９ヶ月２００９年２月２００７年５月日・スイス EPA
２年７ヶ月２００６年９月２００４年２月日・フィリピン EPA
３年２００８年４月２００５年４月日・アセアン EPA
１２ヶ月２００７年６月２００６年６月日・ブルネイ EPA
２年１ヶ月２００７年８月２００５年７月日・インドネシア EPA
３年２ヶ月２００７年４月２００４年２月日・タイ EPA
１３ヶ月２００７年３月２００６年２月日・チリ EPA
１年１１ヶ月２００５年１２月２００４年１月日・マレーシア EPA
１年１０ヶ月２００４年９月２００２年１１月日・メキシコ EPA
１２ヶ月２００２年１月２００１年１月日・シンガポール EPA
交渉期間署名交渉開始EPA

ランプ政権側の早期に二国間貿易交渉を進めたいという意向のもと６，関税及び関連原産地規

則という分野を限定７し（後述１．２参照），迅速な交渉を行い妥結に至ったものと考えられる。

１.２ 日米貿易協定の内容・構成

日米貿易協定は，協定本文，附属書Ⅰ及び附属書Ⅱから構成される。

協定本文は，用語の定義，協定の改正，発効，協定の終了等について定めており，わずか１１

条，５ページで規定している（英文ベース）。第６条に協議手続きについての規定はある１０も
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１１“TARIFFS AND TARIFF-RELATED PROVISIONS OF THE UNITED STATES”
１２ 酒井（２０１９）参照。
１３ 内閣官房 HP「日米共同声明」パラ３参照。
１４ 山本（１９９４）p.５９３参照。
１５ ガット時代に累次作成された議定書及び確認書は，１９９４年の GATTに組み込まれている（１９９４年の
GATT第１条（b）（i）参照）。

のの，当該協議で合意できない場合の紛争解決に関する手続きは規定されていない。

附属書Ⅰ「日本国の関税及び関税に関連する規定」は日本の関税及び関税に関連する規定で

あり，第 A節に一般規定として，用語の定義，附属書の実施・適用についての照会に応じる
照会所の設置等を，第 B節に日本国の関税に係る約束（関税の引下げ・撤廃）に関する規定
及び譲許表（日本の関税率の表）を，第 C節に日本国の原産地規則及び原産地手続を規定し
ている。

附属書Ⅱ「米国の関税及び関税に関連する規定」１１は米国の関税及び関税に関連する規定

で，一般的注釈（関税の引下げ・撤廃に関する規定），関税率表（米国が関税を引下げ・撤廃

する品目の一覧表），原産地規則及び原産地手続から構成される。

日米貿易協定では，関税引き下げ・撤廃の対象となっている品目が，一部共通の品目がある

ものの，基本的に日米双方で異なっている。日本が米国に対して関税を引き下げるのは，主と

して農産品（第２９類，第３３類，第３５類，第３８類の一部の産品を含む）であり，米国が日本に対

して関税を引き下げるのは，主に鉱工業品（日本からの輸出関心の高い農産品４２品目（醤油，

ながいも，柿，メロン，切り花，盆栽等を含む））である１２。

なお，自動車及び自動車部品の関税率については，「関税撤廃に関し更なる交渉対象である」

旨規定しており（附属書，para.７），将来の「関税や他の貿易上の制約，サービス貿易や投資
に係る障壁等の交渉」において交渉が行われると見込まれる１３。

１.３ 日米貿易協定の法的特異点

日米貿易協定において，特筆すべきである点は，日米に関する関税及び原産地規則に関する

規定が，日本と米国それぞれ別の附属書に規定されている点であり，本協定はこれまで日本が

締結してきた EPA等と協定の構成方法が異なったものとなっている。そもそも多角的協定又
は二国間協定締結においては，共通の合意事項を単一の法的文書にまとめる交渉を行うことが

通常であり，国内的に実施できない場合等や妥協できない対立点は協定の文言をあいまいなも

のとしたり，例外条項を作って対処するのが通常であろうと考えられる１４ところ，関税率やサー

ビス約束以外の実質的内容の規定が締約国別に定められた貿易協定は異例である。

例えば，貿易に関する主要な国際経済法であるWTO協定に関しては，GATTにおいて累次
の交渉を行ってきた交渉結果について共通の合意事項を協定本文として定める一方，交渉され

た各国の譲許税率については，各国別の議定書等として不可分の一体として GATTに附属さ
れてきている（GATT第２条７項）１５。ウルグアイラウンドにおいても譲許税率は従前と同様
の取扱いとされ，また，同ラウンドにおいて初めて交渉されたサービス分野の約束についても
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１６ ウルグアイラウンドの日本に関する関税率交渉結果に関しては，「世界貿易機関を設立するマラケシュ

協定 附属書一 A マラケシュ議定書」に「第三十八表の日本国の譲許表」として，また，サービス約

束表に関しては，「日本国の特定の約束に係る表」として「世界貿易機関を設立するマラケシュ協定

附属書一 B サービスの貿易に関する一般協定」に附属する。
１７ 日タイ経済連携協定・運用上の手続規則附属書１-A，日ブルネイ経済連携協定・運用上の手続規則附
属書１-A，インドネシア・運用上の手続規則附属書１-A，日アセアン包括的経済連携協定・運用上の
規則・附属書１参照。

１８ 我が国に関しては，CPTPP附属書２－Ｄ 日本国の関税率表：付録Ｃ（関税率の差異） 参照。
１９ 長谷川実也（２００３）参照。
２０ 非特恵原産地規則には，最恵国待遇，ダンピング防止税又は相殺関税，セーフガード措置，原産地表示，

差別的数量制限又は関税割当て，政府調達又は貿易統計の適用に用いられる原産地規則などがある。
２１ それ以外に，輸出国から輸入国への運送の途上で原産という資格を失っていないかどうかを判断するた

めのルール（積送基準）がある。日米貿易協定では，「運送上の要件」として規定されており，本稿に

おいては，原産地基準の一般規則の１つとして扱うこととする。
２２ 長谷川（２０１８）参照。なお，それ以外に，日本の EPAでは，生産に直接使用された材料が全て原産材
料である場合に適用される「原産材料のみからなる産品」という基準が採用されている。

同様に各国個別の約束表が策定されている１６。

２００１年に締結された日シンガポール EPA以降，日本が締結した全ての EPAにおいても，
そのような法的慣例を踏まえており，関税及びサービス約束表を除いた本文及び原産地規則は

同一条文を策定してきている。原産地規則分野において唯一の例外は，各国が発給する原産地

証明書のフォーマットが個別に規定がある EPAが複数あるという点のみである１７。なお，関
税率適用に関し，CPTPPでは累積規定により域内複数国の非原産材料を使用する可能性があ
り，CPTPP輸出締約国への適用関税率が異なっている場合に，どの国に対する関税率を適用
するかのルールが定められている場合がある１８。

２．原産地規則について

原産地規則は，国際的に取引される産品の国籍である原産地を認定するための規則であり，

原産地により異なった扱いが必要とされるあらゆる通商政策上の措置に用いられる１９。

原産地規則には，開発途上国に対する一般特恵関税（GSP）に基づき開発途上国に与えら
れる特恵や FTA・EPAにおいて加盟国に与えられる特恵に適用される特恵分野の原産地規則
（特恵原産地規則）と，それ以外の原産地規則（非特恵原産地規則）２０がある。

原産地規則は，大きく分けて，対象となる産品の原産地を認定するための基準（「原産地基

準」）と，原産地基準を満たしていることを輸入国税関に証明する手続きやその証明を事後に

確認する手続き（「原産地手続」）から構成される２１。

原産地基準は，大きく分けて，当該物品が１か国で完全に生産された場合に適用される「完

全生産品」の基準と，当該物品の生産に二以上の国が関与している場合に適用される「実質的

変更基準」がある２２。実質的変更基準には，関税分類変更基準，付加価値基準及び加工工程基

準がある。関税分類変更基準とは，非原産品である材料の関税分類番号（すなわち，統一シス
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２３ 統一システム品目表とは，商品の名称及び分類についての統一システムに関する国際条約（HS条約）
（昭和６２年条約１４号）附属書に定める品目表である。

２４ 長谷川（２０１８）参照。
２５ 英文では Verification，和文は「確認」であるが，本稿では「検証」を使用する。
２６ 日米貿易協定では，品目別原産地規則（product specific rules of origin）とされている。日本がこれま
でに締結した EPAにおいて，近年の CPTPP及び日 EU・EPA以外は，品目別規則（product specific
rules）としているが，日米貿易協定及び CPTPPにならい，品目別原産地規則と記載する。

２７ 協定本文第１１条に，正文（国際条約を確定する正式な条約文）は，協定本体と附属書Ⅰは日本語と英語，

附属書Ⅱは英語のみとされており，附属書Ⅱについては日本語の正文はないことから，正文である英語

テム品目表２３（以下，「HS」という。）の番号）と，その材料から生産された産品の関税分類
番号が一定以上異なる場合に，実質的変更が行われたとするもの，付加価値基準とは，締約国

での生産により価値が付加され，この付加された価値が基準値以上（以下，「閾値」という。）

の場合に実質的変更が行われたとするもの，加工工程基準とは，締約国で特定の加工工程が行

われた場合に実質的変更が行われたとするものである２４。

原産地基準は，「完全生産品」の定義，原産品の要件など基本的に全ての品目に横断的に適

用される一般的な規定（以下，「一般規則」という。）と個別品目毎に適用される規則を規定す

る「品目別規則」からなる。

原産地手続の規定には，原産品であることを証明する方式，通関時や通関後に当該申告が協

定に規定する原産地規則を満たしているかどうか当局が検証２５する手続き及び特恵待遇要求に

対する否認要件等が規定されている。証明方式については，①貿易業者が商工会議所等発給機

関から証明書を取得する「第三者証明制度」（１５の日本の EPAにおいて採用），②認定された
輸出者が自己証明する「認定輸出者自己証明制度」（日・スイス，日・ペルー及び日・メキシ

コ EPAにおいて採用），近年導入された，③輸出者や輸入者が原産品申告書を作成し申告す
る「自己申告制度」（日・豪州，日 EU・EPA及び CPTPPにおいて採用）の３タイプがあり，
既締結の EPAにおいて単独又は複数採用されている。

３．日米貿易協定の原産地規則

３.１ 原産地規則の構成

１.２のとおり，日米貿易協定において，日本の原産地規則及び原産地手続は附属書Ⅰ第 C
節に規定され，第 C節の第一款に原産地規則の一般規則及び手続が，第二款に品目別原産地
規則の解釈のための一般的注釈が，第三款に品目別原産地規則２６が規定されている。一方，米

国の原産地規則及び原産地手続は附属書Ⅱに規定されている。

３.２ 原産地規則の内容

日米貿易協定では，日米双方の原産地規則及び原産地手続はそれぞれ別の附属書に定められ

ているが，日米双方の規定をみると，付録の表１から表３２７に示すとおり，両国間で同一の条
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で比較を行う。
２８ CPTPPでは，TPPの原産地規則の規定が維持されている。
２９ CPTPP第３・３条（完全に得られ，又は生産される産品）の定義（a）～（k）のうち，締約国及び非
締約国の領海の外側にある海，海底又はその下から得られる魚介類その他の海洋生物等の産品に係る定

義（g）～（i），及び当該領域で生じる廃品及びくずに係る定義（j）について，日米貿易協定では設け
られていない。また，日本の定義（ii）～（iv）においては，第３類（魚並びに甲殻類，軟体動物及び
その他水棲無脊椎動物）が除外されている。

文になっていない。

以下，原産地規則について，原産地基準としての一般規則と品目別原産地規則，及び原産地

手続にわけて，日米双方の原産地規則の内容について，CPTPP２８等との比較を行いつつ，そ
の特徴について分析を行う。

３.３ 原産地基準

３.３.１ 一般規則

原産地基準の一般規則について，表２に日米貿易協定の日米双方の規定と CPTPPの規定の
比較を示す。

日米貿易協定と CPTPPの規定を比較すると，日本の規定に「産品のセット」の規定が見当
たらない以外は，基本的な規定は双方とも存在し，「僅少の非原産材料（デミニミス）」，「代替

性のある産品・材料」，「附属品・予備部品，工具，解説資料等」，「小売用の包装材料・容器」，

「輸送用の梱包材料・容器」，「間接材料」，「運送上の要件」については同じ内容のものとなっ

ている。

しかしながら，全体の分量では，CPTPPが１８の条文の規定で，英文テキストで１７ページも
あるのに対して，日米貿易協定では，日本の規定が８パラグラフ，英文テキストで５ページ，

米国の規定が１０パラグラフ，英文テキストで４ページと簡素な規定となっている。

その要因として，原産品の要件にかかる規定において，「完全に得られ又は生産される産品」

（完全生産品）の定義を比較すると，CPTPPに設けられている水産物等や廃品・スクラップ
の扱いの規定２９が日米貿易協定では見当たらないこと，また，CPTPPに設けられている「再
製造品の生産に使用される回収された材料の取扱い」の規定や，「域内原産割合」，「生産に使

用される材料の価額」，「純費用」等付加価値基準の算定に必要な詳細な規定が日米貿易協定に

は見当たらないことがあげられる。その理由として，日米貿易協定では，水産物は関税引き下

げ・撤廃の対象とされていないこと，基本的に付加価値基準は採用されていないことが考えら

れる。

また，CPTPPでは「累積」についても個別の条文による規定が設けられているが，日米貿
易協定では，後述のように，「原産品」の定義の中で規定されている。
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表２ 日米貿易協定及びCPTPP の原産地基準の一般規則の比較

同第３・１８条（通過及び積替
え）

同パラ１０同パラ８運送上の要件

同第３・１７条（産品のセッ
ト）

同パラ８及びパラ９無産品のセット
同第３・１６条（間接材料）同パラ７同パラ７間接材料

同第３・１４条（小売用の包装
材料及び包装容器）
第３・１５条（輸送用のこん包
材料及びこん容器）

同パラ７同パラ６小売用の包装材料・
容器，輸送用の梱包
材料・容器

同第３・１３条（附属品，予備
部品，工具及び解説資料その
他の資料）

同パラ７同パラ５附属品・予備部品，
工具，解説資料等

同第３・１２条（代替性のある
産品又は材料）

同パラ５及びパラ６同パラ４代替性のある産品・
材料

同第３・１１条（僅少の非原産
材料）
附属書３-C（第３・１１条の
規定の例外）

同パラ４同パラ３僅少の非原産材料の
扱い（デミニミス）

同第３・１０条（累積）同パラ２同パラ２累積

同第３・２条（原産品）
第３・３条（完全に得られ，
又は生産される産品）
第３・４条（再製造品の生産
に使用される回収された材料
の取扱い）
第３・５条（域内原産割合）
第３・６条（生産に使用され
る材料）
第３・７条（生産に使用され
る材料の価額）
第３・８条（材料の価額に対
する更なる調整）
第３・９条（純費用）

同パラ２（原産品）
同パラ３（完全に得られ
又は生産された産品）

同パラ２
（a）（原産品）
（b）（完全に得られ又
は生産された産品）

原産品の要件

第３章第 A節
第３・１条（定義）

原産地規則及び原産地手
続パラ１

第 C節・第一款パラ１定義
米国（附属書Ⅱ）日本（附属書Ⅰ）

原産地基準の
一般規則

CPTPP日米貿易協定

３.３.２ 品目別原産地規則

前述のとおり，日米貿易協定では，関税引き下げ・撤廃の対象となっているのは一部の品目

であり，また，その対象となる品目は，一部共通の品目があるものの基本的に日米双方で異なっ

ている。日本側で品目別の原産地規則を設定しているのは，農産品（第１類～第２４類）のうち，

第１類～第２類，第４類～第１５類，第１６類の一部品目，第１７類～第２１類，第２２類の一部品目及
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３０１８（c）where a specific rule of origin is defined using the criterion of a change in tariff classification,
and it is written to exclude tariff provisions at the level of a chapter, heading, or subheading of the
Harmonized System, it shall be construed to mean that the rule of origin requires that materials
classified in those excluded provisions be originating for the good to qualify as originating. Such ma-
terials shall be considered originating if they are wholly obtained or produced entirely in the United
States or Japan, or if they have been substantially transformed in the United States or Japan from
any materials from or produced outside the Parties, as provided in U.S. law;

３１１８（e）when General Rule of Interpretation（GRI）２（a）of the HTSUS is referred to as an exception
to a change in tariff classification, this means that such change will not be acceptable for purposes of
meeting the change in tariff classification requirement if the change results from the assembly of
parts into an incomplete or unfinished good which is classifiable in the same manner as a complete
or finished good pursuant to GRI２（a）of the HTSUS.

３２１９（d）“Simple assembly”means the fitting together of five or fewer parts all of which are non-origi-
nating（excluding fasteners such as screws, bolts, etc.）by bolting, gluing, soldering, or sewing or by
other means without more than minor processing.

び第２３類であり，関税引き下げ・撤廃の対象外である第３類及び第２４類には設定されていな

い。それ以外に第２９類，第３３類，第３５類，第３８類の一部の品目に設定されている。米国側が品

目別の原産地規則を設定しているのは，その多くは鉱工業品であるが，一部農産品にも設定さ

れている。

日本の品目別原産地規則については，附属書Ⅰ・第 C節・第二款の品目別原産地規則の注
釈のパラ１に原産地規則が適用される品目が記載されている。これらの品目の一部について

は，品目別原産地規則の表（第三款）に満たすべき規則が掲げられ，表に記載のない品目には

CC（類（HS番号２桁）の変更）が適用される。米国の品目別原産地規則は，附属書Ⅱのパ
ラ１７からパラ１９及び品目別原産地規則の表から構成される。

日米双方の品目別原産地規則と CPTPPの品目別原産地規則の比較を付録の表１に示す。
米国の品目別原産地規則のパラ１８及びパラ１９は，品目別原産地規則の解釈のための規定であ

り，品目別原産地規則の表で言及される，①一部の関税分類番号からの変更の除外された規則

の扱い３０，②HS通則２（a）に適用による関税分類変更の除外が言及される場合の扱い３１，③
同表中で言及される「単純な組立」（simple assembly）３２の定義，等が規定されている。

① 一部の関税分類番号からの変更が除外された規則の扱い

品目別原産地規則が設定された，HS品目表６桁ベースで１６７品目の約２割にあたる３３
品目において，一部の関税分類番号の産品からの変更を除外する規則が設定されている。

表３の①の例に，その一例として第８７１４.９４号（自転車のブレーキ及びその部分品）の規
則を示す。この例では，同号に分類される「据え付けられたブレーキライニング及びブレー

キパッド（mounted brake linings or pads）」については第６８１３.８１号（ブレーキライニン
グ及びブレーキパッド）からの変更を除外しており，この場合，除外の対象となった第６８１３.
８１号（ブレーキライニング及びブレーキパッド）を原材料として使用する場合，当該原材

料が，米国又は日本で完全に得られ，生産されるか，米国法に基づき，第三国の原材料か
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３３ HS品目表においては，統一システムの解釈に関する通則の２（a）により，完成した物品の項には，「未
完成の物品で，完成した物品としての重要な特性を提示の際に有するものを含むものとし，また，完成

した物品で，提示の際に組み立ててないもの及び分解しているものを含む。」とされている。
３４ 日米貿易協定の米国の規定である附属書Ⅱの関税率表及び品目別原産地規則は米国の統一関税率表（the
Harmonized Tariff Schedule of the United States（HTSUS））の番号が用いられている。

３５ NAFTAの原産地表示を決定するための原産地規則（マーキングルール）は，米国 CFR（Code of Federal
Regulations）Title１９Chapter１ Part１０２- Rule of Originに規定されている。なお，米国の輸入貨物
の原産地決定を所管する米国 CBPは，２００８年，米国の非特恵及び締結された FTAの特恵の統一の原
産地規則として，当該マーキングルールを採用することを提案したが，パブリックコメントにおける産

業界などからの反対を踏まえて２０１１年に撤回している（CRS（２０２０）, p.４）。

ら米国又は日本において実質的変更が行われることを求めるものである。

② HS通則２（a）に適用による関税分類変更の除外
品目別原産地規則が求める関税分類変更が生じる場合であっても，それが統一システム

の解釈に関する通則２（a）３３に適用により，部分品・原材料から完成品に分類される未完
成又は未組立ての物品への組立・加工によって生じた場合には，品目別規則を満たしたと

みなさないとするもので，HS第８７１２.００号（自転車）の米国の HSTUS３４細分で６品目が
規定されており，表３の②の例にその内容を示す。

③ 「単純な組立」の定義

品目別原産地規則が求める関税分類変更が生じた場合であっても，「単純な組立」（sim-
ple assembly）によって生じた場合には品目別原産地規則を満たしたとはみなさないとす
る規定であり，HS６桁ベースで９品目に設定されている。「単純な組立」として，「５以
下の部分品（ネジ，ボルトなどの取り付け具を除く）をボルト，糊付け，はんだ付け，縫

製など軽微な工程以上の手段なしに組み立てるもの」と定義されている。表３の③の例に，

一例として HS第８４６６.９３号（金属加工用のマシニングセンター等に使用する部分品及び
附属品）の規則を示す。

表３には，上記①～③の例について，NAFTAの締約国の原産地表示を決定するための原産
地規則（以下，「マーキングルール」という。）３５及び米国が締結した主要な FTAの原産地規則
の内容の比較を行った。①～③の規定は，マーキングルールの原産地規則の内容と同じである

が，米国が締結した FTAにおいては，①又は③の例では，除外規定を設定しない関税分類変
更基準（CTH（HS４桁（項）の変更）又は CTSH（HS６桁（号）の変更））のみか，又は付
加価値基準を併用するものが多く，②の例については，米国が締結した FTAに当該除外規定
はみられないが，これら FTAでは，部分品（この場合は，HS第８７.１４項）から未完成又は未
組立ての物品（この場合，HS第８７.１２項）への組立・加工であっても，それら全てを除外する
のではなく，付加価値基準を満たすことを要件にすることにより，実質的変更であることを担

保していると考えられる。
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表３ 例示品目のマーキングルール及び米国の主要FTA の原産地規則との比較

CTH, provided that there is
a regional value content of
not less than ３５ percent
based on the build-up
method or４５percent based
on the build-down method.

CTH, except from head-
ing８７１４; or
CTH and Value criteria
（RVC３５％（the build-
up method or RVC４５％
（the build-down
method））.

CTH
（US-Koreaのみ）; or
CTSH from subhead-
ing ８７１４.９９ and Value
criteria（RVC４０％（the
build-up method）or
RVC５０％（the build-
down method））.

US-Chile,
US-Australia,
US-Peru,
US-Korea

CTSH, or Value criteria
（RVC６０％（the transaction
value method）or RVC５０％
（the net cost method）

CTH, except heading
８７１４; or Value criteria
（RVC６０％（the trans-
action value method）or
RVC５０％（the net cost
method））

CTHNAFTA, USMCA
（改正 NAFTA）３６

CTH; or
Value criteria （RVC３０％
（the build -up method）,
RVC４０％（the build-down
method）or RVC５０％（the fo-
cused value method taking
into account only the non-
originating materials of
heading８４.６６））for parts of
water-jet cutting machines;
CTH; or
Value criteria（RVC３５％（the
build-up method）, RVC４５％
（the build-down method）
or RVC５５％（the focused
value method taking into
account only the non-origi-
nating materials of heading
８４.６６））for any other good

CTH, except from head-
ing８７.１４; or
Value criteria（RVC３５％
（the build-up
method）, RVC４５％（the
build-down method）or
RVC６０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating materi-
als of heading８７.１２and
８７.１４）.

CTH; or
Value criteria（RVC３５％
（the build-up method）,
RVC４５％（the build-
down method）or RVC
５５％（the focused value
method taking into ac-
count only the non-
originating materials of
heading８７.１４）.

CPTPP

CTH, except from heading
８５.０１when resulting from a
simple assembly

CTH, except from８７.１４
when that change is
pursuant to General
Rule of Interpretation
２（a）of the HTSUS

CTH, except from sub-
heading６８１３.８１to
mounted brake linings
or pads classified in
heading８７１４

NAFTAマーキング
ルール

CTH, except from heading
８５.０１when resulting from a
simple assembly

CTH, except from head-
ing ８７.１４ when that
change is pursuant to
General Rule of Inter-
pretation ２（a）of the
HTSUS

CTH, except to mounted
brake linings or pads
from subheading ６８１３.
８１

日米貿易協定
第８４６６.９３号（③の例）第８７１２.００号（②の例）第８７１４.９４号（①の例）

３６ Agreement between the United States of America, the United Mexican States, and Canada。２０２０年
３月３１日時点で未発効。
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CTH, or Value criteria
（RVC３５% （the build-up
method） or RVC４５% （the
build-down method）

CTH, except from head-
ing８７１４; or
CTH, provided there is
a regional value content
of not less than３０per-
cent based on the build-
up method.

CTHUS-Singapore

（注）日米貿易協定以外の規則の表記については，CTH，CTSH，RVCの略語などを使用した簡略化し

た表記としている。略語については，脚注３７参照。

３７ 日本の EPAでは，２００８年に発効した日・アセアン EPA以降多くの EPAで，さらには直近の日 EU・
EPAにおいても，関税分類変更基準の表記として「CC」，「CTH」，「CTSH」といった略語，又，付加
価値基準の計算方法や閾値の表記として「RVC４０％」といった略語の使用による品目別原産地規則の
簡素化が進んでいる（長谷川（２０１８）参照）。なお，CPTPPではこれら略語は採用されなかったが，
日米貿易協定においても，「CC」，「CTH」，「CTSH」の略語が採用されている。

３８ WCO（２０２０）参照。
３９ 米国が関税引き下げ・撤廃の対象とした品目は HSTUSの細分（８桁ベース）で２４１品目であるが，こ
こでは HS６桁ベースでカウントしている。

４０ 米国の品目別原産地規則は，関税引き下げ・撤廃の対象となった品目のみに設定されているが，日本の

品目別原産地規則については，第１類，第２類～第１５類，第１７類～第２１類，第２３類については，関税引

き下げ・撤廃の対象となった品目を含めて全品目に設定されている。
４１１８０６.３１～１８０６.９０号（チョコレートその他のココアを含有する調製食料品（２kg以下のもの））につい
ては，付録の表２に示すように米国の方が緩やかな規則を適用している。

３.３.３ 原産地基準の特徴

日本がこれまでに締結した EPAや米国など主要国が締結した FTAには見られない日米貿
易協定の原産地基準の特徴として，以下があげられる。

（１）極めて簡素な規定

英文テキストでその分量をみると，日本の規定（１６ページ），米国の規定（１３ページ）

を合わせても，２９ページであり，CPTPPの２７５ページ，日米貿易協定と同様に CCなど
品目別原産地規則に略語３７が使用されている日 EU・EPAの１１８ページと比べると大変簡
素な規定であるといえる。

（２）日米双方が基本的にそれぞれ異なる一部の品目に品目別原産地規則を設定

原産地規則は，HS６桁ベース（HS２０１７で全体で５,３８７品目３８）でみると，日米双方で HS
全体の約１５％の８３０品目（日本側６７４品目，米国側１６７品目３９）と，基本的に４０日米貿易協定

により関税引き下げ・撤廃の対象となった一部の品目にのみ設定されている。また，日米

双方は，多くの場合，それぞれ異なる品目に原産地規則を設定している。なお，一部双方

が原産地規則を設定している品目（HS品目表６桁ベースで１３品目）には，１品目（第１９０１.
１０号）４１を除いて同一の原産地規則が適用されている。
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４２「新たな時代における経済上の連携に関する日本とシンガポール共和国との間の協定」（日・シンガポー

ル EPA）第３章（原産地規則）第２３条（原産品）７項（なお，２００７年の改訂により，同条の８項に移
動）。

４３ 脚注１０参照。

① 一部の品目に品目別原産地規則を設定

関税の引き下げ・撤廃の対象とした品目のみに品目別規則を作成した事例として，２００２

年に締結された日本の最初の EPAである日・シンガポール EPAがある。日・シンガポー
ル EPAでは，日本がシンガポール側に無税譲許を行った品目（WTOにおいて既に無税
譲許を行っている品目は除く）についてのみ品目別の原産地規則が作成され，そのため，

一般規則に以下の規定４２が導入された。

「７ 産品の生産に使用される材料であって附属書ⅡＡに品目別規則の定めがないもの

については，次のとおりとする。

（a）当該材料が，当該産品について附属書ⅡＡに定める品目別規則であって関税分類の
変更又は特定の製造若しくは加工作業を要件とするものを満たす場合にあっては，これ

を非原産材料とはみなさない。

（b）当該材料が，当該産品について附属書ⅡＡに定める品目別規則であって付加価値基
準を用いるものを満たす場合にあっては，これを原産資格を有する材料とみなす。」

この規定の意味は，産品の生産において，品目別原産地規則が設定されていない原材料

を使用した場合，産品の原産地規則が関税分類変更基準（例えば，CTH）であれば，当
該材料に適用される品目別規則として同じ CTHが，また，物品の品目別規則が付加価値
基準（例えば，６０％を閾値とするもの）であれば，当該材料に適用される品目別規則は同

じ６０％の付加価値基準が適用されることを意味する。

これにより，原材料として使用される産品の品目別原産地規則が設定されない場合がな

いように手当したものである。なお，２００７年に全ての品目について品目別原産地規則を作

成する改訂が行われ，当該規定の必要性はなくなったと考えられるが，同規定は維持され

ている。

日米貿易協定では，そのような手当がされておらず，品目別原産地規則が設定されてい

ない原材料を使用した場合，当該原材料が原産か否かを認定する手段がないことを意味す

る。ただし，日本側で原産地規則を設定した品目は主として農産品であり，HSの体系上，
その原材料は番号の若い HSの類に存在し，それらについては概ね品目別原産地規則が存
在すること，また，多くの場合，CCをベースとした規則であるため，品目別原産地規則
が設定されていない第３類の水産品や，同様に品目別規則が設定されていない第２５類の

塩，第２８類又は２９類の化学品などを原材料として使用した場合であっても，原材料と産品

の間で類の変更が生じるため，それら原材料が原産か否かの認定は必要ないことから，実

務上原産地の認定に支障はないと考えられる。

仮に，原材料の原産地の認定に困難なケースが生じた場合には，協定本文第６条に規定

される協議４３により，規則の明確化が図られるものと考えられる。
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４４ 脚注３０参照。
４５ 附属書Ⅱ. Rules of Origin and Origin Procedures of the United Statesのパラ６.
「The United States shall establish or maintain one or more inquiry points to address inquiries from
interested persons concerning any matter with respect to the implementation or application of pref-
erential tariff treatment under this Agreement, and shall make information concerning the proce-
dures for making such inquiries publicly available online.」

４６ 日本貿易振興機構（２０２０）, p.５１。米国において，輸入貨物の原産地規則にかかる統一の規則はなく，判
例，法令，前例などに基づき，米国 CBPが個別の事例毎に解釈して認定を行っているが，米国 CBP
は，この状況を改善し，規則の客観性及び透明性を高めるために，統一の規則としてマーキングルール

を採用することを提案したとされている。（CRS（２０２０）, pp.２,４-５）
４７ 日本，米国，EUなど主要国が締結した FTA・EPAの主要品目の原産地規則の内容については，長谷
川（２０１９a），長谷川（２０１９b），長谷川（２０１８）参照

米国側が原産地規則を設定した品目は，機械類等，HSの他の品目を原材料として使用
するものであるが，CTHなどリベラルな規則が採用されて品目については，原材料と産
品の間で関税分類の変更が生じ，原材料が原産か否かの認定が問題となることは少ないと

考えられる。一方で，上記３．３．２の①のように，一部の関税分類番号からの変更を除

外する規定が設けられている品目については，当該除外の対象となる原材料が原産品か否

かの認定は，米国国内法によるとされているが４４，これら原産材料の原産地認定の規定は

本来協定上に明確に規定されるべきものであり，利用者に不確実性をもたらすと考えられ

る。これまでのところ（２０２０年３月３１日現在），米国国内法においてその内容は明らかと

されておらず，附属書Ⅱには，協定上の特恵関税適用にかかる事項の照会所の設置が規定

されており４５，個別の事例毎に米国税関・国境取締局（CBP）へ照会を行うこととなると
考えられる４６。

② 日米双方が基本的にそれぞれ異なる品目に品目別原産地規則を設定

これまでに日本が締結した EPA及び米国など主要国が締結した主な FTAでは，締約
国間で共通の原産地規則が設定されてきている４７。その理由として，FTA/EPAでは多く
の場合，締約国における累積が認められるためと考えられる。累積とは複数の締約国で生

産された材料や生産工程を，１つの締約国で行われたと見なして原産地規則を適用するも

のであるが，累積の規定を適用するに当たって締約国毎に原産地規則が異なる場合，どの

規則を用いるかが問題となるが，原産地規則を共通とすればその適用は容易となる。

原産地規則が締約国によって異なる場合であっても，輸入締約国が設定する原産地規則

を適用すると規定することにより累積は可能と考えられが，その場合，二国間の FTA・
EPAでは問題とならないが，CPTPPのように複数国間の FTA・EPAの場合には，例え
ば，締約国 Aが産品の生産に他の締約国（例えば，締約国 B）の材料を使用した場合に，
当該材料が協定上原産材料かどうかの認定結果が，締約国 Aが輸出する輸入締約国（例
えば，締約国 C及び締約国 Dでそれぞれの原産地規則が異なる場合）がどこかによって
異なるといった状況が生じると考えられる。
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４８ 今川・松本（２０１９）, pp.１０３-１０４
４９ （の領域）は日本の規定にのみに記載されている。（ii）及び（iii）も同様。
５０ （一又は二以上の生産者により）は日本の規定にのみに記載されている。
５１ 今川・松本によれば，域内原産の考え方を採用する EPA（CPTPP，日メキシコ EPA）の場合，累積
にかかる個別の規定は必要なく，設けられている累積の規定は確認規定であるとしている（今川・松本

（２０１９）, pp.１０４-１０５）。その意味で，日米貿易協定では，確認規定としての累積にかかる個別規定は省
略されていると整理可能とも考えられる。

累積の規定は，材料として使用される物品にかかる規定と，生産行為にかかる規定があ

るが４８，日本の複数国（３カ国以上）間の EPAである，日・アセアン EPA，日 EU・
EPA，CPTPPの物品にかかる累積の規定は以下のとおり規定されている。
日・アセアン EPA：
「締約国の原産材料にあって，他の締約国において産品を生産するために使用される

ものについては，当該産品を完成させるための作業又は加工が行われた当該他の締約

国の原産材料とみなす。」

日 EU・EPA：
「一方の締約国の原産品とされる産品は，他方の締約国において他の産品を生産する

ための材料として使用される場合には，他方の締約国の原産品とみなす。」

CPTPP：
「各締約国は，他の締約国の領域において他の産品の生産に使用される１又は２以上

の締約国の原産品又は原産材料を当該他の締約国の領域における原産品又は原産材料

とみなすことを定める。」

これらは，ある締約国の原産品とされたものは，他の締約国でも原産品とみなすとする

もので，上記の例では，締約国 Bで一旦原産品とされた材料は，他の締約国 A，C及び
Dでも原産品と見なすこととなり，共通の原産地規則の適用を前提とし，締約国によっ
て原産地規則が異なることは想定されていないと考えられる。

日米貿易協定では，前述のとおり，累積について CPTPPのように個別の規定を設けて
いないが，日本はパラ２（a）の（i），（ii）及び（iii），米国はパラ２の（a），（b）及び
（c）において，「原産品の要件」として，
i）一方又は双方の締約国（の領域）４９において完全に得られ，又は生産される産品（完
全生産品）

ii）一方又は双方の締約国（の領域）において原産材料のみから完全に生産される産品
iii）一方又は双方の締約国（の領域）において（一又は二以上の生産者により）５０非原
産材料を使用して完全に生産される産品（実質的変更が行われた産品）のいずれかと

規定し，

「一方又は双方の締約国において」得られ，生産される産品とすることにより，もう

一方の締約国の原産材料や生産を累積することを認めている。５１

日米貿易協定では，相手国の産品を原材料として使用する場合など累積を行う場合

に，どの原産地規則を用いるのか明示的な規定は設けられていないが，日米貿易協定で
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５２ 脚注２８のとおり，TPPの原産地規則の規定は CPTPPに維持されている。
５３ 関税分類変更基準の場合は，産品とその生産に使用した非原産材料を把握し，その HS番号の比較のみ
で適用できるのに対し，付加価値基準の場合，さらに産品，非原産材料の価額の把握や，基準によって

は，非原産及び原産双方の原材料の価額のみならず，生産にかかる全ての費用及び通常の利潤の把握が

必要となる。

は，共通の原産地規則は一部しか設定されておらず，それ以外の品目についても，相手

国側の原産地規則がないため，事実上，自国の原産地規則を適用して原産か否かの認定

を行うしかないと考えられる。

３.３.４ TPP１１等との比較・分析

３．３．３で述べた特徴は，EPAの交渉は，通常１年以上を要する中で，日米貿易協定の交
渉期間が約６か月と大変短期間であり，関税引き下げ・撤廃の対象ではない品目の原産地規則

の設定や，双方の原産地規則の内容の調整までを行う時間が限られていたことが大きな要因で

あると考えられる。

また，交渉を迅速に行うために，日米双方が交渉に参加し，署名にまで至った TPPの原産
地規則の内容が交渉のベースになったと考えられることから，日米貿易協定と TPPの原産地
規則が維持されている CPTPPの品目別原産地規則との内容を比較することとし，具体的に
は，付録の表２に示すように，品目毎にそれらの厳格性の比較を行った。

日本側及び米国側で品目別規則が設定された品目（HS６桁べース）８３０品目（日本側品目は
６７４品目，米国側品目は１６７品目）中，日米貿易協定と CPTPPが同じ内容の（「厳格性が同じ」）
品目は日本側６１４品目，米国側５６品目，日米貿易協定の方が厳格である（「厳格性が高い」）品

目は日本側５６品目，米国側４３品目，日米貿易協定の方が緩やかである（「厳格性が低い」）品目

は日本側３品目，米国側５品目，必ずしもどちらか一方が厳格であるとは言えない（「場合に

よる」）品目は日本側１品目，米国側が６３品目である。

日本側については，全体の約９１％の品目別原産地規則が CPTPPと同じ内容である一方，米
国側は全体の約３４％にすぎず，「厳格性が高い」品目が約２６％，「厳格性が低い」品目が約３％，

「場合による」品目が約３８％となっている。

米国側の「厳格性の高い」品目の例として，第８４６６.９３号（上記③の例）の品目，「場合によ
る」品目の例として，第８７１２.００号（上記②の例）の品目があげられるが，それら品目をみる
と，CPTPPでは関税分類変更基準と付加価値基準を併用しているのに対し，日米貿易協定で
は関税分類変更基準のみであり，CPTPPと同じ内容の品目以外の品目（「厳格性の高い」，「厳
格性が低い」及び「場合による」品目）の多く（約７９％）が，前述のマーキングルールと同様

の規則となっている。

これは，日本側が設定した品目は，主として農産品であり，CPTPPの原産地規則を維持し
つつ，TPP５２の交渉過程で米国以外の参加国への配慮等により緩やか内容の規則を受け入れた
一部品目については，CPTPPよりも厳格な規則としたものと考えられる。一方，米国側が設
定した品目は主として機械であり，CPTPP及び米国が締結した FTAでは，多くの品目で付
加価値基準が併用されているものであるが，日米貿易協定では，その算出に手間がかかる５３と
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５４ マーキングルールは，脚注３５のように，米国 CBPにより非特恵及び締結された FTAの特恵分野に適
用する統一規則として２００８年に提案されており（産業界などからの反対により２０１１年に断念），また，

米国 CBPは関税分類変更基準を選好している（CRS（２０２０）, p.５）とされているが，これらは日米貿
易協定における米国側のマーキングの採用の背景になったとも考えられる。

５５ 附属書３-A,同３-C及び繊維・繊維製品に係る第４章は含まず。
５６ 日本が交渉した EPAに関しては，日豪 EPA（２０１５年１月発効。ただし第三者証明制度と併用），CPTPP
及び日 EU・EPAにおいて自己申告制度が規定されている。米国については，脚注５７参照。EUでは，
EU・カナダ FTAで輸出者による自己申告制度を導入，日 EU・EPAでは輸出者・生産者自己申告制
度に加え輸入者による自己申告制度も導入した。

５７ 米豪 FTAにおいて輸入者自己申告制度を採用（Article ５.１２，２００５年１月発効），米韓 FTA（Article
６.１５，改訂版は２０１９年１月発効）及び USMCAでは輸入者，輸出者及び生産者による自己申告制度を
採用している（Article５.２，２０１９年１１月署名）。

考えられる付加価値基準を採用せず，既存のマーキングルール５４をベースとした関税分類変更

基準のみが採用されたもの考えられる。

３.４ 原産地手続

原産地手続の規定に関して，CPTPPにおいては，本文（Section B以降）及び附属書３-B
で１２ページ５５（英文ベース）に亘る詳細な規定となっているのに対し，日米貿易協定において

は，日本側は２ページ足らず（Section C para８-１０），米国側においては１ページ足らず（para.
１１-１６）という非常に簡素なものとなっている（英文ベース）。本３.４では，原産地手続規定
のうち，原産品申告手続き制度，検証手続き，否認要件，書類保管義務及び還付に関する規定

について，日米貿易協定と主として CPTPPとの差異について比較検討することとしたい（日
米協定における日本と米国，CPTPPの規定の対比表について付録表３参照）。

３.４.１ 原産品申告手続き制度

（１）自己申告制度

日米貿易協定においては，申告手続き制度は日本側も米国側も輸入者による自己申告制

度を採用している（日本パラ９（a），米国 para.１１）。第三者による証明書発給制度でな
く，自己申告制度を採用したことは，近年の先進国の締結する経済連携協定の趨勢に従っ

たものといえるが５６，CPTPPにおいては輸入者に加え，輸出者，生産者についても自ら
が作成した原産地証明書に基づいた特恵要求が行える（第３.２０条）点が異なっている。
なぜ，日米貿易協定においては，輸入者による自己申告のみが規定されたのであろうか。

米国では NAFTAにおいて輸出者自己証明を採用後，方針を転換しており，輸入者ベー
スの自己証明制度を中心に採用している５７。米国は，輸出者自己証明制度の問題点として，

①輸出者が原産地証明書を正しく作成しないことにより，特恵税率が否認される可能性が

あること，②検証が輸出者に対してのみ行われ，輸入者は関与できないにも関わらず，特

恵税率適用が否認された場合に，輸入者にMFN税率と特恵税率の差額分の関税が請求さ
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５８ 香川（２０１３a）p.１３参照。
５９ 輸入申告における関税評価や関税分類などの申告項目と同様に，原産地についても，輸入者が合理的な

注意義務（reasonable care）を有することとされている。香川（２０１３a）p.１３参照。
６０ 繊維及び繊維製品に関する訪問検証は CPTTP第４.６条参照。
６１ 「輸入者の知識」について，米韓 FTAにおいては，「輸入者による原産地要求は，輸入者，輸出者又
は生産者による証明書，若しくは，原産品であることの輸入者の知識に基づく」旨規定されている（Ar-
ticle６.１５para.１）。USMCAにおける自己申告制度は，CPTPPと同様，「輸入者による原産地要求は，
輸入者，輸出者又は生産者による証明書に基づく」とされている）。

６２ 当該手引きには，CPTPPの規定にはない「仕入れ書番号」が必要記載事項とされている。なお，CPTPP
における原産品申告においては，要求される当該文書が真正であること等の宣誓文を付記することが必

要とされているが，日米貿易協定には当該規定はないので，当該手引きには記載がない。日本税関ホー

ムページ参照。CPTPPについては，同ホームページ「II.自己申告制度の利用 ３.TPP１１（CPTPP）」
参照。

れること，③輸出国への訪問検証が輸入国税関の負担となる，ことを挙げている５８。さら

に，米国においては，１９９３年の米国税関近代化法の成立以来，輸入者がより責任を持って

申告を行うとの考え方で運用されており５９，輸入者自己申告を選好することとなったので

はないかということが考えられる。なお，日本においては，輸入者，輸出者又は生産者が

原産品申告により EPA税率の適用を要求する場合，いずれの場合も輸入者が納税申告を
行うので，輸入者のみによる自己申告制度であっても，輸入者が原産品であることの情報

を有している限りにおいて EPA税率の適用要求を問題なく行うことができる。
更には，CPTPPと同様に輸出者及び生産者自己申告の規定を導入する場合（第３.２７条

１（c））には，それらの者に対しての訪問検証を含んだ検証手続きを規定するなど複雑な
規定となる可能性があったため６０，輸入者による自己申告制度のみの導入に留まった可能

性があることが指摘できる。

なお，輸入自己申告制度の規定について，日本は，輸入者が輸入申告時に原産品である

ことの申告を行わせることができるとだけ規定（パラ９（a）），米国は原産品であること
の輸入者の知識（importer's knowledge）６１又は当該情報を持っていることに基づき特恵
要求ができ，その際に原産品であることを宣誓（statement）させることとしている（para.
１２）。双方の表記ぶりは異なっているものの，輸入者のみが原産地に係る自己申告が行え

ることとなっている。

（２）その他規定

原産地申告書の必要記載事項に関し，CPTPPにおいては，証明者の氏名，住所，輸出
者，原産性の基準，署名や原産性に係る誓約文を付記する必要があるとしているが（第３

章附属書３－B），日米貿易協定にはそのような詳細が規定されていない。日本の税関当
局が協定発効前に発表した「日米貿易協定にかかる原産品申告書等の作成の手引き」（以

降「手引き」）には，必要記載事項が列挙されている６２が，透明性の観点から協定に規定

すべきであったと考えられる。

なお，CPTPPにおいては，ベトナム等交渉参加加盟国５カ国については，自己申告は
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６３ 輸入者自己申告については CPTPP第３.２０条注２に従い，ブルネイ，マレーシア，メキシコ，ペルー
及びベトナムが規定の対象。さらに，ベトナムについては，CPTPP附属書三－Aの手続きに従い，輸
出者・生産者自己申告制度の適用猶予を申請しており，ベトナムにとっての発効日である２０１９年１月１４
日から５年間は，ベトナムからの輸出については，ベトナム当局の発給する原産地証明書が使用できる
こととなる。日本税関ホームページ参照。

６４２０２０年３月３１日現在。日本貿易振興機構ホームページ参照。

５年間の適用猶予規定がある６３ものの，日米二国間では双方ともに自己申告制度について

は運用経験があり，留保する必要はないため，そのような猶予規定はない。

３.４.２ 検証手続き

CPTPPにおいては，検証手続きを詳細に規定（第３.２７条）し，要求された情報の提出期限，
情報を受領した後の当局による決定期限，さらには，輸入国当局が輸出者に対し現地訪問調査

が可能であること，その際に輸出者・生産者が所在する当局を輸入当局の現地調査に同行させ

ること等の規定が設けられている。更には，繊維及び繊維製品については，原産地規則規定と

は別に繊維及び繊維製品に係る輸出者又は生産者への通知なしの訪問調査手続き（第４.６条
パラ７（c））等が定められている。
日米貿易協定においては，輸入者自己申告だけであるので，原産品であることに関する検証

においては，輸入者への情報提供要請でもって足りると考えられるが，万が一輸入者が情報を

有しない場合においては，CPTPPと同様に，輸入者が輸出者・生産者に対し情報提供要請を
行い，先方から輸入者を通じての情報提供が困難な場合に備えて，直接輸入税関当局に直接提

出できるという仕組みが採用されている（日本パラ１０，米国 para.１４）。この点は輸入者自己
申告を使用した場合において，当局からの情報提供要請に対し輸入者が回答できない場合に

は，否認につながる日 EU・EPAにおける規定（第３.２４条（a）（ii））よりは緩やかな規定と
なっている。

輸入税関当局からの情報提供要請に対し，CPTPPにおいては，輸入者，輸出者又は生産者
の情報提供要請の受領日から少なくとも３０日の回答期間を与えるとされている（第３.２７条パ
ラ６（c））。また，輸入税関当局に特恵適用を否認する意向がある場合には，書面による決定
通知の前に，情報を提供した輸入者，輸出者又は生産者に検証結果を通報し，産品が原産品で

あることの追加的な情報提出のため３０日間の期間を与えるとされている（第３.２７条パラ９）。
日米貿易協定についてはこれらのような提出期間についての規定がなく，運用方法が明確でな

い。日本税関の「手引き」にはそのような期間の取扱いについては説明されていない。また，

米国においては，電子的申告の方法を除き，本協定の取扱い詳細についてのガイドラインは現

時点で発表されていない６４。

３.４.３ 否認要件

否認要件については，日米貿易協定においては，日本側は①産品が関税上の特恵待遇を受け

る資格がないと決定する場合，②情報提供要請の際に，産品が関税上の特恵待遇を受ける資格
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６５ 「手引き」にこのような場合についての説明はない。
６６ 米韓 FTA Article６.１８para５，USMCA第５.１１条参照。
６７ 関税暫定措置法第十二条の二参照。
６８ 脚注６参照。

があることを決定するのに十分な情報を輸入者から得られなかった場合，③輸入者がこの節に

定める要件を満たさない場合，と定められており（パラ１０（b）），米国側も同様の規定（para.
１５）となっている。

CPTPPにおいては，上記の内容に加えて，輸出者，生産者が情報提供要請に対して回答を
行わない場合や訪問調査の際に書面による同意を与えないような場合についても含まれている

（第３.２８条パラ２（c）,（d））。日米貿易協定の場合には一義的には輸入者に情報提供要請を行
うが，前述のとおり，輸入者が情報が足りないような場合に輸出者又は生産者に確認し，輸入

者経由で提出できないような場合，当局が輸出者及び生産者から直接情報を受け取ることがあ

りえる。このような場合で，当該輸出者又は生産者からの情報提供が不十分な場合には，明確

な否認規定はないが，①～③の規定によって否認される可能性がある６５。

３.４.４ 日米双方に規定のない事項

以下に，CPTPPにおいて規定があるものの日米貿易協定において規定されていない書類保
管義務及び還付について検討する。

①書類保管義務

CPTPPにおいては，原産品証明書作成から５年間の保管義務があるが（第３.２６条），日米
貿易協定には当該規定が存在しない。保管義務については一般国内法令に従った運用がなされ

るものと考えられるが，輸入者どれだけ保管する義務があるのか明示されていない点は，輸入

者に長期の保管を強いられる可能性があり，書類保管が負担となることがありえる。この点に

ついても日本のガイドラインには明示されていない。

②還付

CPTPPにおいては，特恵適用資格があったにも関わらず輸入時に特恵適用を要求していな
かった場合に，輸入通関後において一年（又はそれより長期間）以内は還付請求ができること

となっている（第３.２９条）。米韓 FTAや USMCAにおいても同様の還付規定が存在する６６。一
方，日米貿易協定に関しては，日本側では，特恵適用要求は「輸入時に」申告を行うよう要求

することができると規定されている（パラ９（a））ため，日本においては輸入通関後は特恵
適用要求はできないものと考えられる。一方，米国側規定では特恵要求が「輸入時に」とは規

定されていないため（para.１１），事後要求も否定されていないと考えられる。
日本においては，CPTPP受諾以前には，EPA特恵税率に係る還付規定は存在していなかっ
たため，CPTPPの還付規定に対応するため，関税暫定措置法を改正する手当てがなされた６７。
従って，日米貿易協定に還付規定が導入された場合には，同様な改正が必要であったため，迅

速な締結が必要であった本協定における導入検討が避けられた可能性が考えられる６８。
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おわりに

原産地基準に関しては，前述のように，交渉期間が短期間であったことから，関税引き下げ・

撤廃を行う品目を中心に，日米それぞれが既存の CPTPPやマーキングルールに必要な調整を
加えて規則を作成したと考えられ，また，お互いの規則の調整を実施する時間がなかったこと

から，これまでの FTA・EPAの通常の規則と異なり，日米双方が異なる品目にそれぞれの規
則を設定する結果となったと考えられる。そのため，共通の原産地規則が設定されていないこ

とによる累積の適用方法，また，品目別原産地規則が設定されていない原材料が使用された場

合の原産性の認定について，協定上明確に規定されていない状態にあると考えられる。特に，

米国側で約２割の品目で設定されている，一部の関税分類番号からの変更を除外する品目別原

産地規則は，当該除外された関税分類番号の品目別原産地規則を規定しておらず，利用者に不

確実性をもたらすと考えられ，これら規定の協定上の明確化が図られることが望ましいと考え

られる。

また，原産地手続に関しては，原産品申告手続きについて，輸入者のみによる自己申告制度

が採用されたことが CPTPPと異なっていること，検証手続きについて，CPTPP同様，情報
提供に関し輸入者が輸出者又は生産者に要請しうるという，より寛容な規定が導入されたこと

が判明した。一方，輸入税関当局からの情報提供要請に対する回答期限，追加情報提出のため

の期間及び書類の保管義務期間について，協定上に明確な規定がない。これらの不明確な点に

ついて，日米当局間において少なくともガイドラインのような形で明確化を図る必要があると

考えられる。
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Agreement>（２０２０年３月１４日アクセス）

USMCA：

<https://ustr.gov/trade-agreements/free-trade-agreements/united-states-mexico-canada-agreement

/agreement-between>（２０２０年３月１４日アクセス）

米国の FTA

米国通商代表部（USTR）ホームページ

<https://ustr.gov/trade-agreements/free-trade-agreements>（２０２０年３月１４日アクセス）
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１. For the purposes of these Rules of
Origin and Origin Procedures, set forth
in paragraphs２ through１９:

（a）“Harmonized System”means the
Harmonized Commodity Description
and Coding System, including its Gen-
eral Rules of Interpretation, Section
Notes, Chapter Notes, and Subheading
Notes as adopted and implemented by
the United States in its law;

（b）“preferential tariff treatment”
means the rate of duty applicable to an
originating good, pursuant to the Tariff
Schedule of the United States; and

（c）“value of the good”means the value
determined in accordance with Articles
１ through８, Article１５, and the corre-
sponding interpretative notes of the
Agreement on Implementation of Arti-
cle VII of the General Agreement on
Tariffs and Trade１９９４, set out in An-
nex １A of the WTO Agreement, ad-
justed, if necessary, to exclude any
costs, charges, or expenses incurred for
transportation, insurance, and related
services incidental to the international
shipment of the merchandise from the
country of exportation to the place of
importation.

１. For the purposes of this Section:
（a）“fungible goods or materials”means
goods or materials that are inter-
changeable for commercial purposes
and whose properties are essentially
identical;

（b）“Generally Accepted Accounting
Principles”means those principles rec-
ognized by consensus or with substan-
tial authoritative support in the terri-
tory of a Party with respect to the re-
cording of revenues, expenses, costs,
assets, and liabilities; the disclosure of
information; and the preparation of fi-
nancial statements. These principles
may encompass broad guidelines for
general application, as well as detailed
standards, practices, and procedures;

（c）“good”means any merchandise,
product, article, or material;

（d）“indirect material”means a material
used in the production, testing, or in-
spection of a good but not physically in-
corporated into the good; or a material
used in the maintenance of buildings
or the operation of equipment, associ-
ated with the production of a good, in-
cluding:

（i）fuel, energy, catalysts, and solvents;
（ii）equipment, devices, and supplies,
used to test or inspect the good;

（iii）gloves, glasses, footwear, clothing,
and safety equipment and supplies;

（iv）tools, dies, and molds;
（v）spare parts and materials, used in the
maintenance of equipment and build-
ings;

（vi）lubricants, greases, compounding
materials, and other materials, used in
production or used to operate equip-
ment and buildings; and

（vii）any other material that is not incor-
porated into the good but the use of
which in the production of the good can
reasonably be demonstrated to be a
part of that production;

（e）“material”means a good that is used
in the production of another good;

（f）“non-originating good”or“non-origi-
nating material”means a good or mate-
rial that does not qualify as originating
in accordance with this Section;

定義
米国の規定（附属書Ⅱ）日本の規定（附属書Ⅰ）

付 録

表１ 日米貿易協定の日米の原産地規則の比較表
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２. For a good listed in the Tariff Sched-
ule of the United States, the United
States shall provide that a good is
originating from Japan, except as oth-
erwise provided in these Rules of Ori-
gin and Origin Procedures, if it is:
（a）wholly obtained or produced entirely
in one or both of the Parties, as defined
in paragraph３;
（b） produced entirely in one or both of
the Parties, exclusively from originat-
ing materials; or
（c） produced entirely in one or both of
the Parties, using non-originating ma-
terials provided such materials satisfy
the applicable change in tariff classifi-
cation requirement under the Product-
Specific Rules of Origin set forth in
paragraphs１７ through１９ and the ta-
ble below,

and the good satisfies all other applicable
requirements of these Rules of Origin
and Origin Procedures.

２.（a）Except as otherwise provided in
this Section, Japan shall provide that a
good is originating if it is:

（i）wholly obtained or produced entirely
in the territory of one or both Parties
as established in subparagraph（b）;

（ii）produced entirely in the territory of
one or both Parties, exclusively from
originating materials; or

（iii）produced entirely in the territory of
one or both Parties by one or more pro-
ducers using non-originating materials
provided the good satisfies all applica-
ble requirements of Sub-Sections ２
and ３, and the good satisfies all other
applicable requirements of this Sec-
tion.

（b）Japan shall provide that for the pur-
poses of subparagraph（a）, a good is
wholly obtained or produced entirely in
the territory of one or both Parties if it
is:

（i）a plant or plant good, grown, culti-
vated, harvested, picked, or gathered
there;

原産品の要件

（g）“originating good”or“originating
material”means a good or material
that qualifies as originating in accor-
dance with this Section;

（h）“packing materials and containers
for shipment”means goods used to pro-
tect another good during its transpor-
tation, but does not include the pack-
aging materials or containers in which
a good is packaged for retail sale;

（i）“preferential tariff treatment”
means the customs duty rate applica-
ble to an originating good, pursuant to
Section B;

（j）“production”means operations in-
cluding growing, cultivating, raising,
mining, harvesting, fishing, trapping,
hunting, capturing, collecting, breed-
ing, extracting, gathering, manufactur-
ing, processing, or assembling a good;

（k）“transaction value”means the price
actually paid or payable for the good
when sold for export or other value de-
termined in accordance with the
Agreement on Implementation of Arti-
cle VII of the General Agreement on
Tariffs and Trade１９９４, set out in An-
nex１A to the WTO Agreement; and

（l）“value of the good”means the trans-
action value of the good excluding any
costs incurred in the international
shipment of the good.



26

４.（a）Except as provided in subpara-
graph（c）, for a good listed in the Tariff
Schedule of the United States, the
United States shall provide that a good
that contains non-originating materi-
als that do not satisfy the applicable
change in tariff classification require-
ment specified in the Product-Specific
Rules of Origin set forth in paragraphs
１７ through１９ and the table below is
nonetheless an originating good of Ja-
pan if the value of all such materials
does not exceed１０percent of the value
of the good and the good meets all the
other applicable requirements of these
Rules of Origin and Origin Procedures.

（b）Subparagraph（a）applies only when
using a non-originating material in the
production of another good.

（c）Subparagraph（a）does not apply to
non-originating materials of headings
０４.０１through０４.０６, or non-originating
dairy preparations containing over１０
percent by dry weight of milk solids of
subheading１９０１.９０, used in the pro-
duction of goods of heading２１.０５.

３.（a）Except as provided in subpara-
graph（c）, Japan shall provide that a
good that contains non-originating ma-
terials that do not satisfy the applica-
ble change in tariff classification re-
quirement specified in Sub-Sections ２
and ３ for the good is nonetheless an
originating good if the value of all
those materials does not exceed１０per-
cent of the value of the good and the
good meets all the other applicable re-
quirements of this Section.

（b）Subparagraph（a）applies only when
using a non-originating material in the
production of another good.

（c）Subparagraph（a）does not apply to:
（i）non-originating materials of headings
０４.０１through０４.０６, or non-originating
dairy preparations containing over１０
percent by dry weight of milk solids of
subheading１９０１.９０or２１０６.９０, used in
the production of a good of headings０４.
０１ through０４.０６ other than a good of
subheadings０４０２.１０through０４０２.２９or
０４０６.３０（for greater certainty, milk
powder of subheadings０４０２.１０through
０４０２.２９, and processed cheese of sub-
heading０４０６.３０, that are originating
as a result of the application of the１０
percent de minimis allowance in sub-
paragraph（a）, shall be an originating
material when used in the production
of any good of headings０４.０１ through
０４.０６ as referred to in this subpara-
graph or the goods listed in subpara-
graph（ii））;

僅少の非原産
材料の扱い
（デミニミ
ス）

同パラ２同パラ２累積

３. The United States shall provide that
for the purposes of paragraph ２, a
good is wholly obtained or produced en-
tirely in one or both of the Parties if it
is:

（a）a plant or plant good, grown, culti-
vated, harvested, picked, or gathered
there;

（b）a live animal born and raised there;
（c）a good obtained from a live animal
there;

（d）an animal obtained by hunting, trap-
ping, fishing, gathering, or capturing
there;

（e）a mineral or other naturally occurring
substance, not included in subpara-
graphs（a）through（d）, extracted or
taken from there; and

（f）a good produced there, exclusively
from goods referred to in subpara-
graphs（a）through（e）, or from their
derivatives.

（ii）a live animal, other than that falling
under chapter３ , born and raised
there;

（iii）a good obtained there from a live ani-
mal, other than that falling under
chapter３;

（iv）an animal, other than that falling
under chapter３, obtained by hunting,
trapping, fishing, gathering, or captur-
ing there;

（v）a mineral or other naturally occurring
substance, not included in subpara-
graphs（i）through（iv）, extracted or
taken from there; and

（vi）a good produced there, exclusively
from goods referred to in subpara-
graphs（i）through（v）, or from their
derivatives.
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５. For a good listed in the Tariff Sched-
ule of the United States, the United
States shall provide that a fungible
good or material is originating if:

（a）when originating and non-originating
fungible materials are used in the pro-
duction of a good, the determination of
whether the materials are originating
is made on the basis of an inventory
management method recognized in the
Generally Accepted Accounting Princi-
ples of, or otherwise accepted by, the
Party in which the production is per-
formed; or

４. Japan shall provide that a fungible
good or material is treated as originat-
ing based on the:

（a）physical segregation of each fungible
good or material; or

（b）use of any inventory management
method recognized in the Generally
Accepted Accounting Principles if the
fungible good or material is commin-
gled, provided that the inventory man-
agement method selected is used
throughout the fiscal year of the per-
son that selected the inventory man-
agement method.

代替性のある
産品・材料

（ii）non-originating materials of head-
ings０４.０１ through０４.０６, or non-origi-
nating dairy preparations containing
over１０percent by dry weight of milk
solids of subheading１９０１.９０, used in
the production of the following goods:

（A）infant preparations containing over
１０percent by dry weight of milk solids
of subheading１９０１.１０;

（B）mixes and doughs, containing over
２５percent by dry weight of butterfat,
not put up for retail sale of subheading
１９０１.２０;

（C）dairy preparations containing over
１０percent by dry weight of milk solids
of subheading１９０１.９０or２１０６.９０;

（D）goods of heading２１.０５;
（E）beverages containing milk of sub-
heading２２０２.９１or２２０２.９９; or

（F）animal feeds containing over１０per-
cent by dry weight of milk solids of sub-
heading２３０９.９０;

（iii）non-originating materials of heading
０８.０５ or subheadings２００９.１１ through
２００９.３９, used in the production of a
good of subheadings ２００９.１１ through
２００９.３９ or a fruit or vegetable juice of
any single fruit or vegetable, fortified
with minerals or vitamins, concen-
trated or unconcentrated, of subhead-
ing２１０６.９０,２２０２.９１, or２２０２.９９;

（iv）non-originating materials of chapter
１５, used in the production of a good of
heading１５.０７,１５.０８,１５.１２, or１５.１４; or

（v）non-originating peaches, pears, or ap-
ricots of chapter ８ or２０, used in the
production of a good of heading２０.０８.
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同パラ７７. Japan shall provide that an indirect
material is considered to be originating
without regard to where it is produced.

間接材料

同パラ７６.（a）Japan shall provide that packaging
materials and containers in which a
good is packaged for retail sale, if clas-
sified with the good, are disregarded in
determining whether a good is origi-
nating.

（b）Japan shall provide that packing ma-
terials and containers for shipment are
disregarded in determining whether a
good is originating.

小売用の包装
材料・容器，
輸送用の梱包
材料・容器

７. For a good listed in the Tariff Sched-
ule of the United States, the United
States shall provide that the following
materials shall be disregarded in de-
termining whether a good is wholly ob-
tained, or satisfies a process or change
in tariff classification requirement as
set out in the Product-Specific Rules of
Origin set forth in paragraphs １７
through１９and the table below:

（a）packaging materials and containers
in which a good is packaged for retail
sale that are classified with the good;

（b）packing materials and containers for
shipment;

（c） accessories, spare parts, tools, or in-
structional or other information mate-
rials that are customary for the good
and that are classified and delivered
with, but not invoiced separately from,
the good; and

（d）an indirect material used in the pro-
duction, testing, or inspection of a good
but not physically incorporated into
the good, or an indirect material used
in the maintenance of buildings or the
operation of equipment associated with
the production of a good.

５.（a）Japan shall provide that, in deter-
mining whether a good is wholly ob-
tained, or satisfies a change in tariff
classification requirement as set out in
Sub-Sections ２ and ３, accessories,
spare parts, tools, and instructional or
other information materials, as de-
scribed in subparagraph（c）, are to be
disregarded.

（b）Japan shall provide that a good’s ac-
cessories, spare parts, tools, and in-
structional or other information mate-
rials, as described in subparagraph
（c）, have the originating status of the
good with which they are delivered.

（c）For the purposes of this paragraph,
accessories, spare parts, tools, and in-
structional or other information mate-
rials are covered when:

（i）the accessories, spare parts, tools, and
instructional or other information ma-
terials are classified and delivered
with, but not invoiced separately from,
the good; and

（ii）the types, quantities, and value of the
accessories, spare parts, tools, and in-
structional or other information mate-
rials are customary for that good.

附属品・予備
部品，工具，
解説資料等

（b）when originating and non-originat-
ing fungible goods are commingled and
exported in the same form, the deter-
mination of whether the goods are
originating is made on the basis of an
inventory management method recog-
nized in the Generally Accepted Ac-
counting Principles of, or otherwise ac-
cepted by, the Party from which the
production is exported.
６. The inventory management method
selected under paragraph ５ must be
used throughout the fiscal year of the
producer or the person that selected
the inventory management method.
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１１. The United States shall provide that
an importer may make a claim for pref-
erential tariff treatment for a good
listed in the Tariff Schedule of the
United States based on the importer's
knowledge or on information in the im-
porter's possession that the good is
originating.

１２. The United States shall provide that,
for the purposes of claiming preferen-
tial tariff treatment, the importer shall
make a statement forming part of the
import documentation that the good
qualifies as an originating good.

９.（a）Japan may require an importer
who makes a claim for preferential tar-
iff treatment under this Agreement to
submit a declaration that the good
qualifies as an originating good at the
time of importation.

（b）The requirements for a declaration
referred to in subparagraph（a）are
specified in the laws, regulations, or
procedures of Japan and are published
or otherwise made available in a man-
ner as to enable interested persons to
become acquainted with them.

証明手続

１０. The United States shall provide that
a good is not an originating good if the
good:

（a）undergoes subsequent production or
any other operation outside the territo-
ries of the Parties other than unload-
ing; reloading; separation from a bulk
shipment; storing; labeling or marking
required by the United States; or any
other operation necessary to preserve
it in good condition or to transport the
good to the territory of the United
States; or

（b）does not remain under customs con-
trol in the territory of a non-Party.

８.（a）Japan shall provide that an origi-
nating good retains its originating
status if the good has been transported
to the importing Party without passing
through the territory of a non-Party.

（b）Japan shall provide that if an origi-
nating good is transported through the
territory of one or more non-Parties,
the good retains its originating status
provided that the good:

（i）does not undergo any operation out-
side the territories of the Parties other
than: unloading; reloading; separation
from a bulk shipment; storing; label-
ling or marking required by the im-
porting Party; or any other operation
necessary to preserve it in good condi-
tion or to transport the good to the ter-
ritory of the importing Party; and

（ii）remains under the control of the cus-
toms administration in the territory of
a non-Party.

運送上の要件

８. The United States shall provide that
for a set classified in the Tariff Sched-
ule of the United States as a result of
the application of rule ３ of the Gen-
eral Rules for the Interpretation of the
Harmonized System, the set is origi-
nating only if each good in the set is
originating and both the set and the
goods meet the other applicable re-
quirements of these Rules of Origin
and Origin Procedures.
９. Notwithstanding paragraph ８, for a
set classified as a result of the applica-
tion of rule ３ of the General Rules for
the Interpretation of the Harmonized
System, the set is originating if the
value of all the non-originating goods
in the set does not exceed１０percent of
the value of the set.

無産品のセット
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１３. The United States may require that
an importer be prepared to submit,
upon request, a statement setting forth
the reasons that the good qualifies as
an originating good, including perti-
nent manufacturing information. The
statement need not be in a prescribed
format and may be submitted elec-
tronically, where feasible.

１４. The United States may request any
information or documentation neces-
sary to demonstrate that a good is
originating and qualified for preferen-
tial tariff treatment. The importer
may arrange for the exporter or pro-
ducer to provide such information or
documentation directly to the United
States.

１５. The United States may deny a claim
for preferential tariff treatment if:

（a）it determines that the good does not
qualify for preferential tariff treat-
ment;

（b）pursuant to paragraph１４, it has not
received sufficient information to de-
termine that the good qualifies for
preferential tariff treatment; or

（c）the importer fails to comply with the
requirements of these Rules of Origin
and Origin Procedures.

１０.（a）Japan may request information
from an importer who makes a claim
for preferential tariff treatment under
this Agreement for the purposes of
verification of the claim. Japan may
accept such information provided di-
rectly from the exporter or producer.

（b）Japan may deny a claim for preferen-
tial tariff treatment if:

（i）it determines that the good does not
qualify for preferential tariff treat-
ment;

（ii）pursuant to subparagraph（a）, it has
not received sufficient information
from the importer to determine that
the good qualifies for preferential tariff
treatment; or

（iii）the importer fails to comply with the
requirements of this Section

検証・否認手
続
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同CTSHCTSH０８０１.３２
同CCCC０８（以下を除く）

同CCCC０７１４.３０.１０,
０７１４.３０.６０

同CCCC０６０２.３０.００,
０６０２.９０.３０,
０６０２.９０.４０,
０６０２.９０.６０,
０６０２.９０.９０,
０６０３.１２.３０,
０６０３.１２.７０, ０６０３１３.００,
０６０３.１４.００,
０６０３.１５.００,
０６０３.１９.０１,０６０３.９０.００

同CCCC０５～０７

高Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））for edible
birds' nests;
CC for any other
good.

CC０４.１０
同CCCC０４.０７―０４.０９

同CC except from dairy
preparations of sub-
heading １９０１.９０ con-
taining more than
１０％ by dry weight of
milk solids.

CC except from
dairy preparations
of subheading１９０１.
９０ containing more
than １０％ by dry
weight of milk sol-
ids

０４.０６

同CC except from dairy
preparations of sub-
heading １９０１.９０ con-
taining more than
１０％ by dry weight of
milk solids or dairy
preparations of sub-
heading ２１０６.９０ con-
taining more than
１０％ by dry weight of
milk solids.

CC except from
dairy preparations
of subheading１９０１.
９０ containing more
than １０％ by dry
weight of milk sol-
ids or dairy prepa-
rations of subhead-
ing２１０６.９０contain-
ing more than１０％
by dry weight of
milk solids.

０４.０５

同CC except from dairy
preparations of sub-
heading １９０１.９０ con-
taining more than
１０％ by dry weight of
milk solids.

CC except from
dairy preparations
of subheading１９０１.
９０ containing more
than １０％ by dry
weight of milk sol-
ids.

０４.０１～０４.０４
同CCCC０２
同CCCC０１

厳格性
（注２）

CPTPP
米国側日本側

HS番号（注１）
日米貿易協定

表２ 日米貿易協定及びCPTPP の品目別規則の比較
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同CTSHCTSH０９０９.３２
同CTSHCTSH０９０９.２２
同CTSHCTSH０９０８.３２
同CTSHCTSH０９０８.２２
同CTSHCTSH０９０８.１２
同CTSHCTSH０９０７.２０
同CTSHCTSH０９０６.２０
同CTSHCTSH０９０５.２０

同CC except from sub-
heading ０７０９.６０ for
capsicum;
CTSH for any other
good

CC except from
subheading０７０９.６０
for capsicum;
CTSH for any other
good

０９０４.２２

同CC except from sub-
heading ０７０９.６０ for
capsicum;
CC for any other
good.

CC except from
subheading０７０９.６０
for capsicum;
CC for any other
good.

０９０４.２１

高CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））.

CC０９０４.１２
同CTSHCTSH０９０２.３０
同CCCC０９０２.２０.１０
同CCCC０９０２.２０

高CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））.

CC０９０２.１０.１０
CC０９０２.１０

高
CTSH, provided that
the dry weight of non
-originating materi-
als of subheading
０９０１.１１ and ０９０１.１２
does not exceed６０％
by dry weight of the
materials of subhead-
ing０９０１.１１ and０９０１.
１２used in the prepa-
ration of the good.

CC０９０１.９０
低CTSH０９０１.２１-０９０１.２２
同CCCC０９（以下を除く）

高CC; or
Value criteria（RVC
４５％（the build-down
method））.

CC０８.１４
同CCCC０８１０.７０.００

同CCCC０８０７.１９.１０,
０８０７.１９.５０,
０８０７.１９.６０,
０８０７.１９.７０,０８０７.１９.８０

同CCCC０８０７.１１.３０
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同CCCC１２（以下を除く。）

同CC except from sub-
heading０７１４.１０.

CC except from
subheading０７１４.１０

１１０８.１４

低CC except from head-
ing０７.０１.

CC, provided that
the good is pro-
duced in the
United States from
potatoes harvested
in the United
States.

１１０８.１３

高CCCC, provided that
the good is pro-
duced in the
United States from
corn harvested in
the United States

１１０８.１２

同CCCC except from
heading１０.０３.

１１０７.２０

同CCCC except from
heading１０.０３.

１１０７.１０

同CC except from head-
ing０７.０１.

CC except from
heading０７.０１.

１１.０５

同CC except from head-
ing１０.０６.

CC except from
heading１０.０６.

１１０３.２０

同CC except from head-
ing１０.０６

CC except from
heading１０.０６.

１１０２.９０
同CCCC１１（以下を除く）
同CCCC１０

同CTSH; or
No change in tariff
classification re-
quired for a good of
subheading ０９１０.９９,
provided that the
good is crushed or
ground from a good
that is not crushed or
ground.

CTSH; or
No change in tariff
classification re-
quired for a good of
subheading０９１０.
９９, provided that
the good is crushed
or ground from a
good that is not
crushed or ground.

０９１０.９９
同CTSHCTSH０９１０.９１

同CC; or
No change in tariff
classification re-
quired for a good of
subheading０９１０.２０
through０９１０.３０, pro-
vided that the good is
crushed or ground
from a good that is
not crushed or
ground.

CC; or
No change in tariff
classification re-
quired for a good of
subheadings ０９１０.
２０ through０９１０.３０,
provided that the
good is crushed or
ground from a good
that is not crushed
or ground.

０９１０.２０-０９１０.３０
同CTSHCTSH０９１０.１２
同CTSHCTSH０９０９.６２
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同CCCC１６０２.１０―１６０２.２０
同CCCC１６.０１
同CTHCTH１５.１８―１５.２２

CC for rice bran oil;
CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））for any
other good.

CC１５１５.９０.６０,１５１５.９０.８０
高CC１５１５.９０

高CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））.

CC１５１５.２９―１５１５.５０

高CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））.

CC１５１５.１９

高CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））.

CC１５１３.２９

高CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））.

CC１５１３.１９

高CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））.

CC１５１１.９０

高CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））.

CC１５.１０
同CCCC１５（以下を除く。）
同CCCC１４

高CC; or
Value criteria（RVC
４５％（the build-down
method）） for muci-
lage and thickener
derived from Caesal-
pinia spinosa
（Tara） ;
CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））for any
other good.

CC１３０２.３９
同CCCC１３（以下を除く。）

同CC for flours or meals
of safflower seeds;
CTH for any other
good.

CC for flours or
meals of safflower
seeds;
CTH for any other
good.

１２０８.９０
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同CTH except from
heading１７.０１for
sweetened cocoa pow-
der containing ９０％
or more by dry
weight of sugar;
CTH, provided that
the weight of non-
originating materials
of heading１７.０１does
not exceed ５０％ by
weight of the good for
any other good.

CTH except from
heading １７.０１ for
sweetened cocoa
powder containing
９０％ or more by dry
weight of sugar;
CTH, provided that
the weight of non-
originating materi-
als of heading１７.０１
does not exceed５０
% by weight of the
good for any other
good.

１８０６.１０
同CTHCTH１８.０３―１８.０５
同CCCC１８（以下を除く。）

同CTH

CTH１７０４.９０.１０,
１７０４.９０.３５,１７０４.９０.５２

CTH１７０４.１０.００
CTH１７.０４

同CC except from sub-
heading１２１２.９３.

CC except from
subheading１２１２.
９３.

１７０２.３０―１７０２.６０

同CC except from sub-
heading１２１２.９３.

CC except from
subheading１２１２.
９３.

１７０１.１３-１７０１.９９
同CCCC１７（以下を除く）
同CCCC１６.０３

場合による。CC except from chap-
ter２; or
Value criteria（RVC
４５％（the build-down
method））.

CC, provided that,
where non-origi-
nating materials of
chapter２ are
used, each of the
non-originating
materials is pro-
duced entirely in a
non-Party which is
a party of the Com-
prehensive and
Progressive Agree-
ment for Trans-Pa-
cific Partnership,
done at Santiago
on March８,２０１８.

１６０２.５０

高CC except from chap-
ter２; or
Value criteria（RVC
４５％（the build-down
method））.

CC except from
chapter２.

１６０２.４１―１６０２.４９

高CC except from chap-
ter２; or
Value criteria（RVC
４５％（the build-down
method））.

CC except from
chapter２.

１６０２.３２
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同CC except from head-
ing０４.０１ through０４.
０６for a good contain-
ing more than ２５％
by dry weight of but-
terfat, not put up for
retail sale;
CC, provided that the
value of non-originat-
ing rice flour of sub-
heading１１０２.９０ does
not exceed３０％ of the
value of the good for
a good containing
more than ３０％ by
dry weight of rice
flour;
CC for any other
good.

Note: Where more
than one product-spe-
cific rule is applica-
ble, the good must
satisfy the require-
ments of each appli-
cable product-specific
rule.

CC except from
headings０４.０１
through０４.０６ for a
good containing
more than２５％ by
dry weight of but-
terfat, not put up
for retail sale;
CC, provided that
the value of non-
originating rice
flour of subheading
１１０２.９０does not ex-
ceed ３０％ of the
value of the good
for a good contain-
ing more than３０％
by dry weight of
rice flour;
CC for any other
good.

Note: Where more
than one product-
specific rule is ap-
plicable, the good
must satisfy the re-
quirements of each
applicable product-
specific rule.

１９０１.２０

同CC except from head-
ing０４.０１ through０４.
０６for a good contain-
ing more than １０％
by dry weight of milk
solids;
CC for any other
good.

CC except from
headings０４.０１
through０４.０６ for a
good containing
more than１０％ by
dry weight of milk
solids;
CC for any other
good.

１９０１.１０
同CCCC１９（以下を除く）
低

CC; or
Value criteria（RVC
５０％（the build-down
method）） for confec-
tionery containing
more than７０％ cacao
content by weight of
the good;
CTSH for any other
good

CTSH１８０６.９０.０１
低CTSH１８０６.３２.０１,１８０６.３２.５５
低CTSH１８０６.３１.００

高CC for confection-
ery containing
more than７０％ ca-
cao content by
weight of the good;
CTSH for any other
good

１８０６.３１-１８０６.９０

高CC; or
Value criteria（RVC
５０％（the build-down
method））for a good
containing more than
７０％ cacao content by
weight of the good;
CTH for any other
good

CTH１８０６.２０.２２,
１８０６.２０.６０,
１８０６.２０.６７,１８０６.２０.７９

CTH１８０６.２０
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同CC except from sub-
heading０７０３.１０,
０７０９.６０,０７０９.９１
through０７０９.９２,
０７１１.２０, or arti-
chokes, onions or
peppers of subhead-
ing０７１１.９０for a
preparation of a sin-
gle vegetable;
CC, provided that the
value of non-originat-
ing materials of sub-
heading０７０３.１０,
０７０９.６０,０７０９.９１
through０７０９.９２,
０７１１.２０and arti-
chokes, onions and
peppers of subhead-
ing ０７１１.９０ does not
exceed ４０％ of the
value of the good for
any other good.

CC except from
subheading０７０３.
１０,０７０９.６０,０７０９.９１,
０７０９.９２,０７１１.２０, or
artichokes, onions,
or peppers of sub-
heading０７１１.９０ for
a preparation of a
single vegetable;
CC, provided that
the value of non-
originating materi-
als of subheadings
０７０３.１０,０７０９.６０,
０７０９.９１,０７０９.９２,
０７１１.２０, and arti-
chokes, onions, and
peppers of sub-
heading０７１１.９０
does not exceed
４０％ of the value of
the good for any
other good.

２００１.９０
同CCCC２０（以下を除く）
同CTHCTH１９.０５

同CC except from head-
ing０４.０１ through０４.
０６for a good contain-
ing more than １０％
by dry weight of milk
solids;
CC, provided that the
value of non-originat-
ing rice flour of sub-
heading１１０２.９０ does
not exceed３０％ of the
value of the good for
a good containing
more than ３０％ by
dry weight of rice
flour;
CC for any other
good.

Note: Where more
than one product-spe-
cific rule is applica-
ble, the good must
satisfy the require-
ments of each appli-
cable product-specific
rule.

CC except from
headings０４.０１
through０４.０６ for a
good containing
more than１０％ by
dry weight of milk
solids;
CC, provided that
the value of non-
originating rice
flour of subheading
１１０２.９０does not ex-
ceed ３０％ of the
value of the good
for a good contain-
ing more than３０％
by dry weight of
rice flour;
CC for any other
good.

Note: Where more
than one product-
specific rule is ap-
plicable, the good
must satisfy the re-
quirements of each
applicable product-
specific rule.

１９０１.９０
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同CC except from head-
ing０７.０１, subheading
０７０９.５１,０７０９.６０or po-
tatoes or mushrooms
of the genus Agaricus
of heading０７.１０
through ０７.１２ for a
preparation of a sin-
gle vegetable;

CC except from
heading０７.０１, sub-
heading０７０９.５１,
０７０９.６０, or potatoes
or mushrooms of
the genus Agaricus
of headings ０７.１０
through ０７.１２ for
preparations of a
single vegetable;

２００５.９９

同CC except from sub-
heading０７０９.９１
through ０７０９.９９ or
０７１１.２０.

CC except from
subheadings ０７０９.
９１ through０７０９.９９
or０７１１.２０.

２００５.７０

同CC except from sub-
heading０７０９.２０or as-
paragus of subhead-
ing０７１０.８０.

CC except from
subheading０７０９.２０
or asparagus of
subheading０７１０.
８０.

２００５.６０

同CC except from sub-
heading０７１３.３２
through０７１３.３９.

CC except from
subheadings ０７１３.
３２through０７１３.３９.

２００５.５１

同CC except from sub-
heading０７１３.１０.

CC except from
subheading０７１３.
１０.

２００５.４０

同CC except from head-
ing０７.０１, subheading
０７１０.１０,０７１１.９０,０７１２.
９０or heading１１.０５.

CC except from
heading０７.０１, sub-
heading０７１０.１０,
０７１１.９０,０７１２.９０, or
heading１１.０５.

２００５.２０

同CC except from sub-
heading０７０３.１０,
０７０９.６０, ０７１３.１０ or
０７１３.３２ through０７１３.
４０ for preparation of
a single vegetable;
CC, provided that the
value of non-originat-
ing materials of sub-
heading０７０３.１０,
０７０９.６０, ０７１３.１０ and
０７１３.３２ through０７１３.
４０ does not exceed
４０％ of the value of
the good for any other
good.

CC except from
subheadings ０７０３.
１０,０７０９.６０,０７１３.１０,
or０７１３.３２ through
０７１３.４０for prepara-
tions of a single
vegetable;
CC provided that
the value of non-
originating materi-
als of subheadings
０７０３.１０,０７０９.６０,
０７１３.１０, and ０７１３.
３２ through０７１３.４０
does not exceed
４０％ of the value of
the good for any
other good.

２００４.９０

同CC except from head-
ing０７.０１, subheading
０７１０.１０, ０７１１.９０ or
０７１２.９０.

CC except from
heading０７.０１, sub-
heading０７１０.１０,
０７１１.９０, or０７１２.９０.

２００４.１０

同CC except from sub-
heading０７０９.５１,
０７１０.８０or０７１１.５１.

CC except from
subheading０７０９.
５１,０７１０.８０, or０７１１.
５１.

２００３.１０
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同CTH except from
mangoes or guavas of
subheading ０８０４.５０,
peaches of subhead-
ing０８０９.３０, subhead-
ing ０８１０.１０, ０８１１.１０,
heading ２０.０６, ２０.０８,
subheading２００９.４１
through ２００９.４９ or
mango or guava juice
of subheading ２００９.
８９, provided that the
value of non-originat-
ing materials of sub-
heading０８０４.３０ does
not exceed５０％ of the
value of the good for
a preparation of a
single fruit;
CTH, provided that
the value of non-
originating materials
of subheading ０８０４.
３０, mangoes and gua-
vas of subheading
０８０４.５０, peaches of
subheading ０８０９.３０,
subheading ０８１０.１０,
０８１１.１０, heading ２０.
０６,２０.０８, subheading
２００９.４１ through２００９.
４９and mango or
guava juice of sub-
heading２００９.８９ does
not exceed４０％ of the
value of the good for
any other good.

CTH except from
mangoes or guavas
of subheading０８０４.
５０, peaches of sub-
heading０８０９.３０,
subheading０８１０.
１０, ０８１１.１０, head-
ing ２０.０６, ２０.０８,
subheadings ２００９.
４１ through２００９.４９,
or mango or guava
juice of subheading
２００９.８９, provided
that the value of
non-originating
materials of sub-
heading０８０４.３０
does not exceed
５０％ of the value of
the good for prepa-
rations of a single
fruit;
CTH, provided that
the value of non-
originating materi-
als of subheading
０８０４.３０, mangoes
and guavas of sub-
heading０８０４.５０,
peaches of sub-
heading０８０９.３０,
subheadings ０８１０.
１０, ０８１１.１０, head-
ings ２０.０６, ２０.０８,
subheadings ２００９.
４１ through２００９.４９,
and mango or
guava juice of sub-
heading２００９.８９
does not exceed
４０％ of the value of
the good for any
other good.

２００７.９９

CC, provided that the
value of non-originat-
ing materials of head-
ing０７.０１, subheading
０７０９.５１, ０７０９.６０ and
potatoes and mush-
rooms of the genus
Agaricus of heading
０７.１０ through ０７.１２
does not exceed４０％
of the value of the
good for any other
good.

CC, provided that
the value of non-
originating materi-
als of heading ０７.
０１, subheadings
０７０９.５１,０７０９.６０,
and potatoes and
mushrooms of the
genus Agaricus of
headings０７.１０
through０７.１２ does
not exceed４０％ of
the value of the
good for any other
good.
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高CC except from man-
goes or guavas of sub-
heading０８０４.５０,
heading ０８.０５, sub-
heading ０８０８.３０ or
０８０９.１０, peaches of
subheading０８０９.３０
or frozen apricots,
pears or peaches of
subheading ０８１１.９０,
provided that the
value of non-originat-

CC except from
mangoes or guavas
of subheading０８０４.
５０, heading ０８.０５,
subheading０８０８.
３０,０８０９.１０, peaches
of subheading０８０９.
３０, or frozen apri-
cots, pears, or
peaches of sub-
heading０８１１.９０,
provided that the

２００８.９７

同CC except from sub-
heading ０８１０.１０ or
０８１１.１０.

CC except from
subheading０８１０.１０
or０８１１.１０.

２００８.８０

同CC except from
peaches of subhead-
ing０８０９.３０or
peaches of subhead-
ing０８１１.９０.

CC except from
peaches of sub-
heading０８０９.３０ or
peaches of sub-
heading０８１１.９０.

２００８.７０

同CC except from sub-
heading ０８０９.１０ or
０８１１.９０.

CC except from
subheading０８０９.１０
or０８１１.９０.

２００８.５０

同CC except from sub-
heading０８０８.３０,
０８０８.４０or０８１１.９０.

CC except from
subheading０８０８.
３０,０８０８.４０, or０８１１.
９０.

２００８.４０

同CC except from sub-
heading ０８０４.３０ or
０８１１.９０.

CC except from
subheading０８０４.３０
or０８１１.９０.

２００８.２０

同CC except from head-
ing０８.０２ or１２.０２ for
nuts or groundnuts
which have been pre-
pared merely by
roasting, either dry
or in oil, whether or
not salted;
CC, except from
heading０８.０２or１２.０２
for mixtures contain-
ing５０％ or more by
dry weight of nuts or
groundnuts which
have been prepared
merely by roasting,
either dry or in oil,
whether or not
salted;
CC for any other
good.

CC except from
heading０８.０２or１２.
０２for nuts or
groundnuts which
have been prepared
merely by roasting,
either dry or in oil,
whether or not
salted;
CC except from
heading０８.０２or１２.
０２for mixtures
containing ５０％ or
more by dry weight
of nuts or ground-
nuts which have
been prepared
merely by roasting,
either dry or in oil,
whether or not
salted;
CC for any other
good.

２００８.１９

同CC except from head-
ing１２.０２.

CC except from
heading１２.０２.

２００８.１１
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CTSH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or
（b）RVC４０％（ the
build-down method）.

CTSH２１０３.９０.４０,２１０３.９０.７２
高CTSH２１０３.９０
同CTHCTH２１０３.３０

同CC except from sub-
heading ２００２.９０ for
ketchup;
CTSH for any other
good.

CC except from
subheading２００２.９０
for ketchup;
CTSH for any other
good.

２１０３.２０
同CTHCTHCTH２１０３.１０

同CC except from head-
ing１０.０３ for roasted
barley tea;
CC for any other
good.

CC except from
heading １０.０３ for
roasted barley tea;
CC for any other
good.

２１０１.３０
同CCCC２１（以下を除く）

同CC; or
Value criteria（RVC
４５％（the build-down
method））.

No change in tariff
classification re-
quired provided
that the value of
non-originating
materials does not
exceed５５％ of the
value of the good.

２００９.９０

同CC except from man-
goes or guavas of sub-
heading０８０４.５０, sub-
heading ０８０７.２０ or
passionfruit of sub-
heading０８１０.９０.

CC except from
mangoes or guavas
of subheading０８０４.
５０, subheading
０８０７.２０, or passion-
fruit of subheading
０８１０.９０.

２００９.８９

同CC except from sub-
heading０８０４.３０.

CC except from
subheading０８０４.
３０.

２００９.４１-２００９.４９

同CC except from head-
ing０８.０５.

CC except from
heading０８.０５.

２００９.１１-２００９.３９

同CC except from man-
goes or guavas of sub-
heading０８０４.５０.

CC except from
mangoes or guavas
of subheading０８０４.
５０.

２００８.９９

ing materials of sub-
heading０８０４.３０ does
not exceed５０％ of the
value of the good for
mixtures packed in
liquid or in gelatin;
CC; or
Value criteria（RVC
４０％（the build-down
method））for any
other good.

value of non-origi-
nating materials of
subheading０８０４.３０
does not exceed
５０％ of the value of
the good for mix-
tures packed in liq-
uid or in gelatin;
CC for any other
good.
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CC except from head-
ing０８.０５ or２０.０９, or
fruit or vegetable
juice of subheading
２２０２.９０ for a single
fruit or single vegeta-
ble juice;
CC except from chap-
ter２０for fruit packed
in gelatin containing
more than ２０％ by
weight of fruit;
CC except from head-
ing０４.０１ through０４.
０６ or dairy prepara-
tions of subheading
１９０１.９０containing
more than １０％ by
dry weight of milk
solids for prepara-
tions containing more
than１０％ by dry
weight of milk solids;
CC except from chap-
ter１７ for sugar syr-
ups;

CC except from
heading０８.０５or２０.
０９, or fruit or vege-
table juice of sub-
heading２２０２.９０ for
a single fruit or sin-
gle vegetable juice;
CC except from
chapter２０ for fruit
packed in gelatin
containing more
than２０％ by
weight of fruit;
CC except from
headings０４.０１
through ０４.０６ or
dairy preparations
of subheading１９０１.
９０ containing more
than １０％ by dry
weight of milk sol-
ids for preparations
containing more
than １０％ by dry
weight of milk sol-
ids;

２１０６.９０
同CTSHCTSH２１０６.１０

同

CTH except from
heading０４.０１
through０４.０６or
dairy preparations of
subheading１９０１.９０
containing more than
１０％ by dry weight of
milk solids or dairy
preparations of sub-
heading ２１０６.９０ con-
taining more than
１０％ by dry weight of
milk solids.

CTH except from
headings０４.０１
through０４.０６ or
dairy prepara-
tions of subhead-
ing １９０１.９０ con-
taining more
than１０％ by dry
weight of milk
solids or dairy
preparations of
subheading２１０６.
９０containing
more than １０％
by dry weight of
milk solids

２１０５.００.０５,２１０５.００.２５

同CTH except from
headings０４.０１
through０４.０６,
dairy preparations
of subheading１９０１.
９０ containing more
than １０％ by dry
weight of milk sol-
ids, or dairy prepa-
rations of subhead-
ing２１０６.９０contain-
ing more than１０％
by dry weight of
milk solids.

２１.０５
同CTHCTH２１.０４
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高CC except from head-
ing０４.０１ through０４.
０６ or dairy prepara-
tions of subheading
１９０１.９０containing
more than １０％ by
dry weight of milk
solids for beverages
containing milk;
CC except from head-
ing０８.０５ or２０.０９, or
fruit or vegetable
juice of subheading
２１０６.９０ for a single
fruit or single vegeta-
ble juice;
CC; or
Value criteria （RVC
４５％（the build-down
method））for any
other good.

Note: Where more
than one product-spe-
cific rule is applica-
ble, the good must
satisfy the require-
ments of each appli-
cable product-specific
rule.

CC except from
headings０４.０１
through ０４.０６ or
dairy preparations
of subheading１９０１.
９０ containing more
than １０％ by dry
weight of milk sol-
ids for beverages
containing milk;
CC except from
heading０８.０５or２０.
０９, or fruit or vege-
table juice of sub-
heading２１０６.９０ for
a single fruit or sin-
gle vegetable juice;
CC for any other
good.

Note: Where more
than one product-
specific rule is ap-
plicable, the good
must satisfy the re-
quirements of each
applicable product-
specific rule.

２２０２.９１―２２０２.９９
同CCCC２２０２.１０

高CC provided that the
value of non-originat-
ing rice flour of sub-
heading１１０２.９０ does
not exceed３０％ of the
value of the good for
preparations contain-
ing more than ３０％
by dry weight of rice
flour;
CC, except from sub-
heading １２１２.９９ for
preparations of
Konnyaku;
CTSH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or
（b）RVC４０％（the

build-down
method））for any
good.

Note: Where more
than one product-spe-
cific rule is applica-
ble, the good must
satisfy the require-
ments of each appli-
cable product-specific
rule.

CC except from
chapter１７for
sugar syrups;
CC, provided that
the value of non-
originating rice
flour of subheading
１１０２.９０does not ex-
ceed ３０％ of the
value of the good
for preparations
containing more
than ３０％ by dry
weight of rice flour;
CC except from
subheading１２１２.９９
for preparations of
Konnyaku;
CTSH for any other
good.

Note: Where more
than one product-
specific rule is ap-
plicable, the good
must satisfy the re-
quirements of each
applicable product-
specific rule.
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高CTSH又は化学品
ルール

CTSH２９３４.１０.１０,
２９３４.１０.９０,
２９３４.９９.１５

高CTSH又は化学品
ルール

CTSH２９０５.４３～２９０５.４５

高CTSH又は化学品
ルール

CTSH２８４１.９０.５０

同CTH except from
heading０４.０１
through０４.０６or
dairy preparations of
subheading１９０１.９０
containing more than
１０％ by dry weight of
milk solids for a
preparation used in
animal feeding con-
taining more than
１０％ by dry weight of
milk solids;
CTH, provided that
the value of non-
originating materials
of heading１０.０６does
not exceed３０％ of the
value of the good for
a preparation other
than pet food contain-
ing more than ３０％
by dry weight of rice;
CTH for any other
good.

Note: Where more
than one product-spe-
cific rule is applica-
ble, the good must
satisfy the require-
ments of each appli-
cable product-specific
rule.

CTH except from
headings０４.０１
through ０４.０６ or
dairy preparations
of subheading１９０１.
９０ containing more
than １０％ by dry
weight of milk sol-
ids for preparations
used in animal
feeding containing
more than１０％ by
dry weight of milk
solids;
CTH, provided that
the value of non-
originating materi-
als of heading１０.０６
does not exceed
３０％ of the value of
the good for prepa-
rations other than
pet food containing
more than３０％ by
dry weight of rice;
CTH for any other
good.

Note: Where more
than one product-
specific rule is ap-
plicable, the good
must satisfy the re-
quirements of each
applicable product-
specific rule.

２３０９.９０
同CTHCTH２３０９.１０

高CC; or
Value criteria （RVC
４０％（the build-down
method）.

CC２３０６.６０
同CCCC２３（以下を除く）
同CTHCTH２２.０９
同CCCC２２０７.１０.１９９
同CTHCTH２２０６.００.１００
同CCCC２２.０４
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場合による。CTH except from
heading７０.０７
through７０.０８; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or

CTH７００９.９２.５０
CTH７００９.９１.５０

同CCCC６９０９.１９.５０
同CTHCTH４０１６.９３.５０
同CTHCTH４０１１.８０.２０,４０１１.８０.８０
同CTHCTH４００９.１１.００

高CTH又は化学品ルー
ル

CTH３９２６.３０.１０,３９２６.３０５０

高CTSH又は化学品
ルール

CTSH provided
that no more
than６０％ by
weight of the
good classified in
this subheading
is attributable to
one substance or
compound

３８２４.９９.９２

高CTSH又は化学品
ルール

CTSH３８２３.１１～３８２３.７０

高CTH又は化学品ルー
ル

CTHCTH３８０９.１０

高CTH又は化学品ルー
ル

CTH, except
from heading３７.
０２or３７.０３

３７０１.２０.００

高CTH; or
Value criteria（（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method）又は
化学品ルール

CTH３５０５.２０

高CTH又は化学品ルー
ル

CTH３５０５.１０

高CTH又は化学品ルー
ル

CTH３５.０４

高CTSH又は化学品
ルール

CTH３５０２.２０―３５０２.９０

高CTH又は化学品ルー
ル

CTH３５０２.１１―３５０２.１９

高CTSH又は化学品
ルール

CTSH３５０１.１０―３５０１.９０

高CTSH又は化学品
ルール

CTSH３４０３.１９.１０,
３４０３.１９.５０,
３４０３.９１.１０,
３４０３.９１.５０,３４０３.９９.００

高CTSH又は化学品
ルール

CTSH３３０１.１２―３３０１.９０
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高CTHCTH, except
from plate, sheet,
or strip classified
in heading ７４.０９
of a thickness
less than５mm

７４１０.１２.００

高CTHCTH, except
from plate, sheet,
or strip classified
in heading ７４.０９
of a thickness
less than５mm

７４１０.１１.００
同CTHCTH７３２６.９０.８６
同CTHCTH７３２０.９０.５０

高CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading７３.
２０）.

CTH７３２０.１０.９０
同CTHCTH７３１８.２９.００
同CTHCTH７３１８.２４.００
同CTHCTH７３１８.２１.００
同CTHCTH７３１８.１９.００
同CTHCTH７３１８.１４.１０,７３１８.１４.５０

場合による。CCCTH, except
from headings
７２.０８ through７２.
２９or７３.０１
through７３.２６

７３０７.９９.１０,
７３０７.９９.３０,７３０７.９９.５０

場合による。CCCTH, except
from headings
７２.０８ through７２.
２９or７３.０１
through７３.２６

７３０７.９２.９０

場合による。CCCTH, except
from headings
７２.０８ through７２.
２９or７３.０１
through７３.２６

７３０７.９１.１０,
７３０７.９１.３０,
７３０７.９１.５０.

（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading７０.
０７through７０.０９）.



47

高CTSHCTSH, except
from subheading
８４０６.８２

８４０６.８１.１０
高CTHCC８３０１.７０.００
高CTHCC８３０１.６０.００
同CTSHCTSH８３０１.４０.３０,８３０１.４０.６０
同CCCC８２０９.００.００

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８２.
０７）.

CTSH８２０７.９０.７５
CTSH８２０７.７０.３０,８２０７.７０.６０
CTSH８２０７.６０.００

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８２.
０７）.

CTSH８２０７.５０.２０

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５%（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８２.
０７）.

CTSH８２０７.４０.３０,８２０７.４０.６０
CTSH８２０７.３０.３０,８２０７.３０.６０
CTSH８２０７.２０.００
CTSH８２０７.１９.６０

同CCCC８２０５.５９.１０
同CCCC８２０５.４０.００
低CTHCTSH７６１６.１０.７０

高CTHCTH, except
from plate, sheet,
or strip classified
in heading ７４.０９
of a thickness
less than５mm

７４１０.２２.００

高CTHCTH, except
from plate, sheet,
or strip classified
in heading ７４.０９
of a thickness
less than５mm

７４１０.２１.３０,７４１０.２１.６０
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高CTH; or
Value criteria（（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８４.
２３）.

CTH８４２３.９０.９０
同CTSHCTSH８４１９.５０.１０

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading
８４.１５）.

CTSH, except
from headings
７４.１１, ７６.０８, ８４.
１４,８５.０１, or８５.３５
through８５.３７
when resulting
from a simple as-
sembly

８４１５.９０.８０

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading
８４.１４）.

CTSH８４１４.１０.００

高CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading
８４.１１）.

CTH８４１１.９９.９０

高CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
０６）.

CTH８４０６.９０.３０,
８４０６.９０.４０,８４０６.９０.４５
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場合による。

CTH, except from
heading８４.６６; or
Value criteria（（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８４.
５７and８４.６６）.

CTH８４５７.３０.００

場合による。CTH, except
from machine-
tools for dry-
etching patterns
on semiconductor
materials of sub-
heading８４８６.２０

８４５７.１０.００

場合による。CTH, except from
heading８４.６６; or
Value criteria（（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method）（c）
RVC５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８４.
５６and８４.６６））.

CTH, except
from machine-
tools for dry-
etching patterns
on semiconductor
materials of sub-
heading８４８６.２０

８４５６.９０.３１

場合による。CTH, except from
heading８４.６６; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８４.
５６and８４.６６）.

CTH, except
from machine-
tools for dry-
etching patterns
on semiconductor
materials of sub-
heading８４８６.２０

８４５６.１１.１０

高CTH; or
Value criteria（（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０% （the build-
down method） ; or
（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
２４）.

CTH８４２４.９０.１０
同CTSHCTSH８４２４.８９.９０
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場合による。CTH except from
heading８４.６６; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
６１and８４.６６）.

CTH８４６１.５０.８０
CTH８４６１.４０.１０

場合による。CTH except from
heading８４.６６; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
６０and８４.６６）.

CTH８４６０.９０.４０
CTH８４６０.２９.０１

場合による。CTH except from
heading８４.６６; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method）; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
５９and８４.６６）.

CTH８４５９.６１.００
CTH８４５９.３１.００

場合による。CTH except from
heading８４.６６; or
Value criteria（（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading
８４.５８and８４.６６）.

CTH８４５８.９１.１０,８４５８.９１.５０
CTH８４５８.１１.００
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高CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） （c）
RVC５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８４.
６６））.

CTH, except
from heading８５.
０１ when result-
ing from a simple
assembly

８４６６.９３.５３,８４６６.９３.９８

高CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
６６）.

CTH, except
from heading８５.
０１ when result-
ing from a simple
assembly

８４６６.９２.５０

CTH, except
from heading８５.
０１ when result-
ing from a simple
assembly

８４６６.２０.８０

CTH, except
from heading８５.
０１ when result-
ing from a simple
assembly

８４６６.１０.０１
同CTHCTH８４６５.９３.００
同CTHCTH８４６５.９２.００

場合による。CTH except from
heading８４.６６; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
６３and８４.６６）.

CTH８４６３.９０.００
CTH８４６３.３０.００

場合による。CTH except from
heading８４.６６; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method）; or
（c）５５%（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
６２and８４.６６）.

CTH８４６２.９９.８０
CTH８４６２.４１.００
CTH８４６２.２９.００
CTH８４６２.２１.００
CTH８４６２.１０.００
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同CTHCTH８４８０.７９.９０
同CTHCTH８４８０.７１.８０
同CTHCTH８４８０.４１.００

高

CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） （c）
RVC５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８４.
７７））.

CTH, except
from heading８５.
０１ when result-
ing from a simple
assembly

８４７７.９０.８５

場合による。

CTSH８４７７.８０.００
CTSH８４７７.５９.００
CTSH８４７７.３０.００

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
７７））.

CTSH８４７７.２０.００

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
７７）.

CTSH８４７７.１０.９０

高CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５% （the build-
down method） ; or
（c）５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading ８４.
６６）.

CTH, except
from heading８５.
０１ when result-
ing from a simple
assembly

８４６６.９４.８５
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場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method））

CTSH８５０７.８０.８１

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） （c）
RVC５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８５.
０６））.

CTSH, except
from subhead-
ings８５０６.５０
through８５０６.６０

８５０６.８０.００
同CTSHCTSH８５０５.１１.００

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） （c）
RVC５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８５.
０４））.

CTSH, except
from subhead-
ings８５０４.１０
through８５０４.５０

８５０４.３４.００

CTSH, except
from subhead-
ings８５０４.１０
through８５０４.５０

８５０４.３３.００
同CTHCTH８５０２.３９.００
同CTHCTH８５０２.２０.００
同CTHCTH８５０２.１２.００
同CTHCTH８５０２.１１.００
同CTHCTH８５０１.６４.００
同CTHCTH８５０１.６２.００

同CTHCTH８５０１.５１.２０,
８５０１.５１.４０,
８５０１.５１.５０,８５０１.５１.６０

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） （c）
RVC５５％（the fo-
cused value method
taking into account
only the non-originat-
ing materials of head-
ing８４.８１））.

CTH, or CTSH
from heading
８４８１.９０except
when resulting
from a simple as-
sembly

８４８１.８０.３０
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高
CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） （c）
RVC５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８６.
０７）.

CTH, except to
mounted brake
linings and pads
from subheading
６８１３.８１

８６０７.９９.５０
場合による。CTSH８６０７.１９.９０
低CTHCTSH８５４６.２０.００

場合による。CTSH, except from
heading ７４.０８, ７４.１３,
７６.０５, ７６.１４ or sub-
heading８５４４.１１
through ８５４４.４９; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） （c）
RVC６０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading７４.
０８,７４.１３,７６.０５,７６.１４
and subheading８５４４.
１１through８５４４.６０）.

CTSH, except
when resulting
from a simple as-
sembly

８５４４.６０.２０,
８５４４.６０.４０,８５４４.６０.６０

同CTSHCTSH８５３９.２９.１０,
８５３９.２９.２０,
８５３９.２９.４０

同CTHCTH８５３８.９０.３０,
８５３８.９０.６０,
８５３８.９０.８１

同CTSHCTSH８５３５.２９.００

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） （c）
RVC５０％（the fo-
cused value method
taking into account
only the non-originat-
ing materials of head-
ing８５.２８）.

CTSH８５２８.７２.１６,
８５２８.７２.２４,
８５２８.７２.２８,
８５２８.７２.３２,
８５２８.７２.３６,
８５２８.７２.４０,
８５２８.７２.４４,８５２８.７２.４８
８５２８.７２.５２,
８５２８.７２.５６,
８５２８.７２.６４,
８５２８.７２.７２,
８５２８.７２.８０,８５２８.７２.９７

同CTHCTH８５１５.９０.２０

高CTSHCTSH, except
from subhead-
ings８５１５.１１
through８５１５.８０

８５１５.３１.００
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高CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） （c）
RVC５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８７.
１４）.

CTH, except to
mounted brake
linings or pads
from subheading
６８１３.８１

８７１４.９９.８０

CTH, except to
mounted brake
linings or pads
from subheading
６８１３.８１

８７１４.９６.１０,８７１４.９６.９０

CTH, except to
mounted brake
linings or pads
from subheading
６８１３.８１

８７１４.９５.００

CTH, except to
mounted brake
linings or pads
from subheading
６８１３.８１

８７１４.９４.９０

CTH, except to
mounted brake
linings or pads
from subheading
６８１３.８１

８７１４.９３.２８,８７１４.９３.３５

CTH, except to
mounted brake
linings or pads
from subheading
６８１３.８１

８７１４.９２.１０,８７１４.９２.５０

CTH, except to
mounted brake
linings or pads
from subheading
６８１３.８１

８７１４.９１.２０,
８７１４.９１.３０,８７１４.９１.５０

場合による。CTH, except from
heading８７.１４; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） （c）
RVC６０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading８７.
１２and８７.１４）.

CTH, except
from heading８７.
１４when that
change is pursu-
ant to General
Rule of Interpre-
tation ２（a） of
the HTSUS

８７１２.００.１５,
８７１２.００.２５,
８７１２.００.３５,
８７１２.００.４４,
８７１２.００.４８,８７１２.００.５０
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同CTHCTH９２０１.１０.００
同CTSHCTSH９０３２.１０.００

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） （c）
RVC５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading９０.
１７）.

CTSH９０１７.８０.００

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） （c）
RVC５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading９０.
１３）.

CTSH, except
from optical tele-
scopes of sub-
heading９００５.８０

９０１３.１０.１０

場合による。CC; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） （c）
RVC５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of chapter９０）.

CTH, except
from subheading
９００１.４０or９００１.５０

９００４.９０.００

CTH, except
from subheading
９００１.４０or９００１.５０

９００４.１０.００

場合による。CTH, except from
heading９０.０１; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） （c）
RVC５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of heading９０.
０１through９０.０２）.

CTSH, except
from subheading
９００１.９０ or from
lens blanks of
heading７０.１４

９００２.１１.９０
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場合による。

CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）RVC５０％（the fo-
cused value method
taking into account
only the non-originat-
ing materials of head-
ing９５.０６）.

CTSH９５０６.５１.４０,９５０６.５１.６０
CTSH９５０６.３９.００

場合による。CTSH, except
from subheading
９５０６.３９

９５０６.３１.００
同CTHCTH９２０９.９４.８０

場合による。CC; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） （c）
RVC５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of chapter９２）.

CTH９２０７.９０.００
CTH９２０７.１０.００

場合による。CC; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）５０％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of chapter９２）.

CTH９２０５.９０.１４,
９２０５.９０.１８,９２０５.９０.４０

同CTHCTH９２０５.１０.００

場合による。CC; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method） （c）
RVC５５％（the focused
value method taking
into account only the
non-originating ma-
terials of chapter９２）.

CTH９２０１.２０.００
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同CTHCTH９６１２.１０.９０

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC４０％（the build-
up method）; or（b）
RVC５０％（the build-
down method）.

CTSH, except
from subheading
９６０８.６０

９６０８.４０.４０

場合による。CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３５％（the build-
up method）; or（b）
RVC４５％（the build-
down method）.

CTSH, except
from subheading
９６０８.６０

９６０８.２０.００

場合による。

CTH; or
Value criteria （（a）
RVC３０％（the build-
up method）; or（b）
RVC４０％（the build-
down method） ; or
（c）RVC５０％（the fo-
cused value method
taking into account
only the non-originat-
ing materials of head-
ing９５.０７）.

CTSH, except
from headings
５０.０４ through５０.
０６, ５４.０４, ５４.０６,
or５６.０３, or from
subheadings
５４０２.１１ through
５４０２.４９

９５０７.９０.２０,
９５０７.９０.４０,９５０７.９０.７０

高CC９５０７.３０.６０
高CC９５０７.２０.８０

（注１）米国の品目別原産地規則の HS番号は HTSUSの８桁の番号である。
（注２）厳格性は，日米貿易協定と CPTPPの規則の内容が同じであれば「同」，日米貿易協定の方が厳

格な規則であれば「高」，日米貿易協定の方が緩やかな規則であれば「低」，必ずしもどちらが厳格

とは言えない場合は「場合による」と表記している。
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n
ba
se
d
on

a
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
co
m
pl
et
ed
by
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
o-

du
ce
r.

３
.E
ac
h
Pa
rt
y
sh
al
lp
ro
vi
de
th
at
a
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
:

（
a）

ne
ed
no
tf
ol
lo
w
a
pr
es
cr
ib
ed
fo
rm
at
;

（
b）

be
in
w
ri
tin
g,
in
cl
ud
in
g
el
ec
tr
on
ic
fo
rm
at
;

１１
.T
he
U
ni
te
d
St
at
es
sh
al
lp
ro
vi
de
th
at

an
im
po
rt
er
m
ay
m
ak
e
a
cl
ai
m
fo
rp
re
fe
r-

en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
tf
or
a
go
od
lis
te
d
in

th
e
Ta
ri
ff
Sc
he
du
le
of
th
e
U
ni
te
d
St
at
es

ba
se
d
on
th
e
im
po
rt
er
’
sk
no
w
le
dg
e
or
on

in
fo
rm
at
io
n
in
th
e
im
po
rt
er
’
sp
os
se
ss
io
n

th
at
th
e
go
od
is
or
ig
in
at
in
g.

１２
.T
he
U
ni
te
d
St
at
es
sh
al
lp
ro
vi
de
th
at
,

fo
r
th
e
pu
rp
os
es
of
cl
ai
m
in
g
pr
ef
er
en
tia
l

ta
ri
ff
tr
ea
tm
en
t,
th
e
im
po
rt
er
sh
al
lm
ak
e

a
st
at
em
en
t
fo
rm
in
g
pa
rt
of
th
e
im
po
rt

do
cu
m
en
ta
tio
n
th
at
th
e
go
od
qu
al
ifi
es
as

an
or
ig
in
at
in
g
go
od
.

１３
.T
he

U
ni
te
d
St
at
es
m
ay

re
qu
ir
e
th
at

an
im
po
rt
er
be
pr
ep
ar
ed
to
su
bm
it,
up
on

re
qu
es
t,
a
st
at
em
en
t
se
tt
in
g
fo
rt
h
th
e

re
as
on
s
th
at

th
e
go
od

qu
al
ifi
es

as
an

or
ig
in
at
in
g
go
od
,i
nc
lu
di
ng
pe
rt
in
en
t

m
an
uf
ac
tu
ri
ng

in
fo
rm
at
io
n.

Th
e
st
at
e-

m
en
t
ne
ed
no
t
be
in
a
pr
es
cr
ib
ed
fo
rm
at

an
d
m
ay

be
su
bm
itt
ed

el
ec
tr
on
ic
al
ly
,

w
he
re
fe
as
ib
le
.

９
.（

a）
Ja
pa
n
m
ay
re
qu
ir
e

an
im
po
rt
er

w
ho

m
ak
es

a
cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
l
ta
ri
ff

tr
ea
tm
en
t

un
de
r
th
is

Ag
re
em
en
t
to

su
bm
it
a
de
cl
ar
at
io
n
th
at

th
e
go
od

qu
al
ifi
es

as
an

or
ig
in
at
in
g
go
od
at
th
e
tim

e
of
im
po
rt
at
io
n.

原
産
品
申
告
手
続
き
制
度

CP
TP
P

日
米
貿
易
協
定
附
属
書
Ⅱ

Ru
le
s
of
O
ri
gi
n

an
d
O
ri
gi
n
Pr
oc
ed
ur
es

of
th
e
U
ni
te
d

St
at
es

日
米
貿
易
協
定
附
属
書
Ⅰ

表
３
日
米
貿
易
協
定
及
び
C
P
T
P
P
の
原
産
地
手
続
き
の
比
較
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Ar
tic
le
３
.２６
:R
ec
or
d
K
ee
pi
ng
Re
qu
ir
em
en
ts

１
.E
ac
h
Pa
rt
y
sh
al
l
pr
ov
id
e
th
at
an

im
po
rt
er
cl
ai
m
in
g
pr
ef
er
en
tia
l
ta
ri
ff

tr
ea
tm
en
t
fo
r
a
go
od
im
po
rt
ed
in
to
th
e
te
rr
ito
ry
of
th
at
Pa
rt
y
sh
al
lm

ai
n-

ta
in
,f
or
a
pe
ri
od
of
no
le
ss
th
an

fiv
e
ye
ar
s
fr
om

th
e
da
te
of
im
po
rt
at
io
n
of

th
e
go
od
:

（
a）

th
e
do
cu
m
en
ta
tio
n
re
la
te
d
to
th
e
im
po
rt
at
io
n,
in
cl
ud
in
g
th
e
ce
rt
ifi
ca
-

tio
n
of
or
ig
in
th
at
se
rv
ed
as
th
e
ba
si
sf
or
th
e
cl
ai
m
;a
nd

３
-１
９

（
b）

al
lr
ec
or
ds
ne
ce
ss
ar
y
to
de
m
on
st
ra
te
th
at
th
e
go
od
is
or
ig
in
at
in
g
an
d

qu
al
ifi
ed
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t,
if
th
e
cl
ai
m
w
as
ba
se
d
on
a
ce
r-

tif
ic
at
io
n
of
or
ig
in
co
m
pl
et
ed
by
th
e
im
po
rt
er
.

２
.E
ac
h
Pa
rt
y
sh
al
lp
ro
vi
de
th
at
a
pr
od
uc
er
or
ex
po
rt
er
in
its
te
rr
ito
ry
th
at

pr
ov
id
es
a
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
sh
al
lm

ai
nt
ai
n,
fo
r
a
pe
ri
od
of
no
le
ss
th
an

fiv
e
ye
ar
sf
ro
m
th
e
da
te
th
e
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
w
as
is
su
ed
,a
ll
re
co
rd
sn
ec
-

es
sa
ry
to
de
m
on
st
ra
te
th
at
a
go
od
fo
r
w
hi
ch
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
pr
o-

vi
de
d
a
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
is
or
ig
in
at
in
g.
Ea
ch
Pa
rt
y
sh
al
le
nd
ea
vo
ur
to

m
ak
e
av
ai
la
bl
e
in
fo
rm
at
io
n
on
ty
pe
s
of
re
co
rd
s
th
at
m
ay
be
us
ed
to
de
m
on
-

st
ra
te
th
at
a
go
od
is
or
ig
in
at
in
g.

N
.A
.

N
.A
.

書
類
保
管
義
務

３
.２１
－
２５
略

（
c）
sp
ec
ifi
es
th
at
th
e
go
od
is
bo
th
or
ig
in
at
in
g
an
d
m
ee
ts
th
e
re
qu
ir
em
en
ts

of
th
is
Ch
ap
te
r;
an
d

（
d）

co
nt
ai
ns
a
se
to
fm
in
im
um

da
ta
re
qu
ir
em
en
ts
as
se
to
ut
in
An
ne
x
３
-B

（
M
in
im
um

D
at
a
Re
qu
ir
em
en
ts
）.

４
.E
ac
h
Pa
rt
y
sh
al
lp
ro
vi
de
th
at
a
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
m
ay
ap
pl
y
to
:

（
a）

a
si
ng
le
sh
ip
m
en
to
fa
go
od
in
to
th
e
te
rr
ito
ry
of
a
Pa
rt
y;
or

（
b）
m
ul
tip
le
sh
ip
m
en
ts
of
id
en
tic
al
go
od
sw
ith
in
an
y
pe
ri
od
sp
ec
ifi
ed
in
th
e

ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
,b
ut
no
te
xc
ee
di
ng
１２
m
on
th
s.

５
.E
ac
h
Pa
rt
y
sh
al
lp
ro
vi
de
th
at
a
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
is
va
lid
fo
ro
ne
ye
ar

af
te
r
th
e
da
te
th
at
it
w
as
is
su
ed
or
fo
r
su
ch
lo
ng
er
pe
ri
od
sp
ec
ifi
ed
by
th
e

la
w
sa
nd
re
gu
la
tio
ns
of
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y.

６
.E
ac
h
Pa
rt
y
sh
al
la
llo
w
an

im
po
rt
er
to
su
bm
it
a
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
in

En
gl
is
h.
If
th
e
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
is
no
t
in
En
gl
is
h,
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y

m
ay
re
qu
ir
e
th
e
im
po
rt
er
to
su
bm
it
a
tr
an
sl
at
io
n
in
th
e
la
ng
ua
ge
of
th
e
im
-

po
rt
in
g
Pa
rt
y.
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Ar
tic
le
３
.２７
:V
er
ifi
ca
tio
n
of
O
ri
gi
n

１
.F
or
th
e
pu
rp
os
e
of
de
te
rm
in
in
g
w
he
th
er
a
go
od
im
po
rt
ed
in
to
its

te
rr
i-

to
ry
is
or
ig
in
at
in
g,
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
m
ay
co
nd
uc
t
a
ve
ri
fic
at
io
n
of
an
y

cl
ai
m
fo
rp
re
fe
re
nt
ia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
tb
y
on
e
or
m
or
e
of
th
e
fo
llo
w
in
g:５

５
Fo
r
th
e
pu
rp
os
es
of
th
is
Ar
tic
le
,t
he
in
fo
rm
at
io
n
co
lle
ct
ed
in
ac
co
rd
an
ce

w
ith

th
is
Ar
tic
le
sh
al
lb
e
us
ed
fo
rt
he
pu
rp
os
e
of
en
su
ri
ng
th
e
ef
fe
ct
iv
e
im
-

pl
em
en
ta
tio
n
of
th
is
Ch
ap
te
r.
A
Pa
rt
y
sh
al
ln
ot
us
e
th
es
e
pr
oc
ed
ur
es
to

co
lle
ct
in
fo
rm
at
io
n
fo
ro
th
er
pu
rp
os
es
.

（
a）

a
w
ri
tt
en
re
qu
es
tf
or
in
fo
rm
at
io
n
fr
om

th
e
im
po
rt
er
of
th
e
go
od
;

（
b）

a
w
ri
tt
en
re
qu
es
tf
or
in
fo
rm
at
io
n
fr
om

th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
of
th
e

go
od
;

（
c）
a
ve
ri
fic
at
io
n
vi
si
t
to
th
e
pr
em
is
es
of
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
of
th
e

go
od
;

（
d）

fo
r
a
te
xt
ile

or
ap
pa
re
l
go
od
,t
he

pr
oc
ed
ur
es
se
t
ou
t
in
Ar
tic
le
４
.６

（
Ve
ri
fic
at
io
n）

;o
r

（
e）
ot
he
r
pr
oc
ed
ur
es
as
m
ay
be
de
ci
de
d
by

th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
an
d
th
e

Pa
rt
y
w
he
re
an
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
of
th
e
go
od
is
lo
ca
te
d.

２
.I
fa
n
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
co
nd
uc
ts
a
ve
ri
fic
at
io
n,
it
sh
al
la
cc
ep
ti
nf
or
m
at
io
n

di
re
ct
ly
fr
om

th
e
im
po
rt
er
,e
xp
or
te
ro
rp
ro
du
ce
r.

３
.I
fa

cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t
is
ba
se
d
on
a
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of

or
ig
in
co
m
pl
et
ed
by
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
an
d,
in
re
sp
on
se
to
a
re
qu
es
t

fo
ri
nf
or
m
at
io
n
by
an
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
un
de
rp
ar
ag
ra
ph
１
（
a）
,t
he
im
po
rt
er

do
es
no
tp
ro
vi
de
in
fo
rm
at
io
n
to
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
or
th
e
in
fo
rm
at
io
n
pr
o-

vi
de
d
is
no
ts
uf
fic
ie
nt
to
su
pp
or
ta
cl
ai
m
fo
rp
re
fe
re
nt
ia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t,
th
e

im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
sh
al
lr
eq
ue
st
in
fo
rm
at
io
n
fr
om

th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
un
-

de
rp
ar
ag
ra
ph
１
（
b）

or
１
（
c）

be
fo
re
it
m
ay
de
ny
th
e
cl
ai
m
fo
rp
re
fe
re
nt
ia
l

ta
ri
ff
tr
ea
tm
en
t.
Th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
sh
al
lc
om
pl
et
e
th
e
ve
ri
fic
at
io
n,
in
cl
ud
-

in
g
an
y
ad
di
tio
na
lr
eq
ue
st
to
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
un
de
r
pa
ra
gr
ap
h
１

１４
.
Th
e
U
ni
te
d
St
at
es
m
ay

re
qu
es
t
an
y

in
fo
rm
at
io
n
or
do
cu
m
en
ta
tio
n
ne
ce
ss
ar
y

to
de
m
on
st
ra
te
th
at
a
go
od
is
or
ig
in
at
in
g

an
d
qu
al
ifi
ed
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
t-

m
en
t.
Th
e
im
po
rt
er
m
ay
ar
ra
ng
e
fo
r
th
e

ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
to
pr
ov
id
e
su
ch
in
-

fo
rm
at
io
n
or

do
cu
m
en
ta
tio
n
di
re
ct
ly
to

th
e
U
ni
te
d
St
at
es
.

１０
.（
a）

Ja
pa
n
m
ay
re
qu
es
t

in
fo
rm
at
io
n

fr
om

an
im
-

po
rt
er
w
ho

m
ak
es

a
cl
ai
m

fo
r
pr
ef
er
en
tia
l
ta
ri
ff
tr
ea
t-

m
en
t
un
de
r
th
is
A
gr
ee
m
en
t

fo
r
th
e
pu
rp
os
es
of
ve
ri
fic
a-

tio
n
of
th
e
cl
ai
m
.

Ja
pa
n
m
ay

ac
ce
pt
su
ch

in
-

fo
rm
at
io
n
pr
ov
id
ed

di
re
ct
ly

fr
om

th
e
ex
po
rt
er

or
pr
o-

du
ce
r.

検
証
手
続
き

３
.E
ac
h
Pa
rt
y
sh
al
lp
ro
vi
de
th
at
an

im
po
rt
er
,e
xp
or
te
r
or
pr
od
uc
er
in
its

te
rr
ito
ry
m
ay
ch
oo
se
to
m
ai
nt
ai
n
th
e
re
co
rd
s
sp
ec
ifi
ed
in
pa
ra
gr
ap
hs
１
an
d

２
in
an
y
m
ed
iu
m
th
at
al
lo
w
sf
or
pr
om
pt
re
tr
ie
va
l,
in
cl
ud
in
g
el
ec
tr
on
ic
,o
pt
i-

ca
l,
m
ag
ne
tic
or
w
ri
tt
en
fo
rm

in
ac
co
rd
an
ce
w
ith

th
at
Pa
rt
y’

sl
aw
.
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（
b）

or
１
（
c）
,w
ith
in
th
e
tim

e
pr
ov
id
ed
in
pa
ra
gr
ap
h
６
（
e）
.６

６
Fo
r
gr
ea
te
r
ce
rt
ai
nt
y,
a
Pa
rt
y
is
no
t
re
qu
ir
ed

to
re
qu
es
t
in
fo
rm
at
io
n

fr
om

th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
to
su
pp
or
t
a
cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
l
ta
ri
ff

tr
ea
tm
en
t
or
co
m
pl
et
e
a
ve
ri
fic
at
io
n
th
ro
ug
h
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
if

th
e
cl
ai
m
fo
rp
re
fe
re
nt
ia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
ti
sb
as
ed
on
th
e
im
po
rt
er
’
sc
er
ti-

fic
at
io
n
of
or
ig
in
.

４
.A

w
ri
tt
en
re
qu
es
t
fo
r
in
fo
rm
at
io
n
or
fo
r
a
ve
ri
fic
at
io
n
vi
si
t
un
de
r
pa
ra
-

gr
ap
hs
１
（
a）

th
ro
ug
h
１
（
c）

sh
al
l:

（
a）

be
in
En
gl
is
h
or
in
an

of
fic
ia
ll
an
gu
ag
e
of
th
e
Pa
rt
y
of
th
e
pe
rs
on

to
w
ho
m
th
e
re
qu
es
ti
sm

ad
e;

（
b）

in
cl
ud
e
th
e
id
en
tit
y
of
th
e
go
ve
rn
m
en
ta
ut
ho
ri
ty
is
su
in
g
th
e
re
qu
es
t;

（
c）
st
at
e
th
e
re
as
on
fo
rt
he
re
qu
es
t,
in
cl
ud
in
g
th
e
sp
ec
ifi
ci
ss
ue
th
e
re
qu
es
t-

in
g
Pa
rt
y
se
ek
st
o
re
so
lv
e
w
ith

th
e
ve
ri
fic
at
io
n;

（
d）
in
cl
ud
e
su
ffi
ci
en
ti
nf
or
m
at
io
n
to
id
en
tif
y
th
e
go
od
th
at
is
be
in
g
ve
ri
fie
d;

（
e）
in
cl
ud
e
a
co
py
of
re
le
va
nt
in
fo
rm
at
io
n
su
bm
itt
ed
w
ith

th
e
go
od
,i
nc
lu
d-

in
g
th
e
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
;a
nd

（
f）
in
th
e
ca
se
of
a
ve
ri
fic
at
io
n
vi
si
t,
re
qu
es
tt
he
w
ri
tt
en
co
ns
en
to
ft
he
ex
-

po
rt
er
or
pr
od
uc
er
w
ho
se
pr
em
is
es
ar
e
go
in
g
to
be
vi
si
te
d,
an
d
st
at
e
th
e

pr
op
os
ed
da
te
an
d
lo
ca
tio
n
fo
rt
he
vi
si
ta
nd
its
sp
ec
ifi
cp
ur
po
se
.

５
.
If
an

im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
ha
s
in
iti
at
ed

a
ve
ri
fic
at
io
n
in
ac
co
rd
an
ce
w
ith

pa
ra
gr
ap
h
１
（
b）

or
１
（
c）
,i
ts
ha
ll
in
fo
rm

th
e
im
po
rt
er
of
th
e
in
iti
at
io
n
of

th
e
ve
ri
fic
at
io
n.

６
.F
or
a
ve
ri
fic
at
io
n
un
de
rp
ar
ag
ra
ph
s１
（
a）

th
ro
ug
h
１
（
c）
,t
he
im
po
rt
in
g

Pa
rt
y
sh
al
l:

（
a）

en
su
re
th
at
a
w
ri
tt
en
re
qu
es
tf
or
in
fo
rm
at
io
n,
or
fo
r
do
cu
m
en
ta
tio
n
to

be
re
vi
ew
ed
du
ri
ng
a
ve
ri
fic
at
io
n
vi
si
t,
is
lim

ite
d
to
in
fo
rm
at
io
n
an
d
do
cu
-

m
en
ta
tio
n
to
de
te
rm
in
e
w
he
th
er
th
e
go
od
is
or
ig
in
at
in
g;

（
b）

de
sc
ri
be
th
e
in
fo
rm
at
io
n
or
do
cu
m
en
ta
tio
n
in
su
ffi
ci
en
td
et
ai
lt
o
al
lo
w

th
e
im
po
rt
er
,e
xp
or
te
r
or
pr
od
uc
er
to
id
en
tif
y
th
e
in
fo
rm
at
io
n
an
d
do
cu
-

m
en
ta
tio
n
ne
ce
ss
ar
y
to
re
sp
on
d;

（
c）
al
lo
w
th
e
im
po
rt
er
,e
xp
or
te
r
or
pr
od
uc
er
at
le
as
t３
０
da
ys
fr
om

th
e
da
te

of
re
ce
ip
to
ft
he
w
ri
tt
en
re
qu
es
tf
or
in
fo
rm
at
io
n
un
de
r
pa
ra
gr
ap
h
１
（
a）

or
１
（
b）

to
re
sp
on
d;
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（
d）

al
lo
w
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
３０

da
ys
fr
om

th
e
da
te
of
re
ce
ip
t
of
th
e

w
ri
tt
en
re
qu
es
tf
or
a
vi
si
tu
nd
er
pa
ra
gr
ap
h
１
（
c）

to
co
ns
en
to
rr
ef
us
e
th
e

re
qu
es
t;
an
d

（
e）
m
ak
e
a
de
te
rm
in
at
io
n
fo
llo
w
in
g
a
ve
ri
fic
at
io
n
as
ex
pe
di
tio
us
ly
as
po
ss
i-

bl
e
an
d
no
la
te
rt
ha
n９
０
da
ys
af
te
ri
tr
ec
ei
ve
s
th
e
in
fo
rm
at
io
n
ne
ce
ss
ar
y
to

m
ak
e
th
e
de
te
rm
in
at
io
n,
in
cl
ud
in
g,
if
ap
pl
ic
ab
le
,a
ny
in
fo
rm
at
io
n
re
ce
iv
ed

un
de
r
pa
ra
gr
ap
h
９
,a
nd
no
la
te
r
th
an
３６
５
da
ys
af
te
r
th
e
fir
st
re
qu
es
tf
or

in
fo
rm
at
io
n
or
ot
he
r
ac
tio
n
un
de
r
pa
ra
gr
ap
h
１
.I
fp
er
m
itt
ed
by
its
la
w
,a

Pa
rt
y
m
ay
ex
te
nd
th
e３
６５

da
y
pe
ri
od
in
ex
ce
pt
io
na
lc
as
es
,s
uc
h
as
w
he
re

th
e
te
ch
ni
ca
li
nf
or
m
at
io
n
co
nc
er
ne
d
is
ve
ry
co
m
pl
ex
.

７
.I
fa
n
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
m
ak
es
a
ve
ri
fic
at
io
n
re
qu
es
t
un
de
r
pa
ra
gr
ap
h
１

（
b）
,i
t
sh
al
l,
on
re
qu
es
t
of
th
e
Pa
rt
y
w
he
re
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
is
lo
-

ca
te
d
an
d
in
ac
co
rd
an
ce
w
ith

th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y’

s
la
w
s
an
d
re
gu
la
tio
ns
,

in
fo
rm

th
at
Pa
rt
y.
Th
e
Pa
rt
ie
s
co
nc
er
ne
d
sh
al
ld
ec
id
e
th
e
m
an
ne
r
an
d
tim

-
in
g
of
in
fo
rm
in
g
th
e
Pa
rt
y
w
he
re
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
is
lo
ca
te
d
of
th
e

ve
ri
fic
at
io
n
re
qu
es
t.
In

ad
di
tio
n,
on

re
qu
es
t
of
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y,
th
e

Pa
rt
y
w
he
re
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
is
lo
ca
te
d
m
ay
,a
s
it
de
em
s
ap
pr
op
ri
-

at
e
an
d
in
ac
co
rd
an
ce
w
ith

its
la
w
s
an
d
re
gu
la
tio
ns
,a
ss
is
tw
ith

th
e
ve
ri
fic
a-

tio
n.
Th
is
as
si
st
an
ce
m
ay
in
cl
ud
e
pr
ov
id
in
g
a
co
nt
ac
t
po
in
t
fo
r
th
e
ve
ri
fic
a-

tio
n,
co
lle
ct
in
g
in
fo
rm
at
io
n
fr
om

th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
on

be
ha
lf
of
th
e

im
po
rt
in
g
Pa
rt
y,
or
ot
he
r
ac
tiv
iti
es
in
or
de
r
th
at
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
m
ay

m
ak
e
a
de
te
rm
in
at
io
n
as
to
w
he
th
er
th
e
go
od
is
or
ig
in
at
in
g.
Th
e
im
po
rt
in
g

Pa
rt
y
sh
al
ln
ot
de
ny

a
cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t
so
le
ly
on
th
e

gr
ou
nd
th
at
th
e
Pa
rt
y
w
he
re
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
is
lo
ca
te
d
di
d
no
tp
ro
-

vi
de
re
qu
es
te
d
as
si
st
an
ce
.

８
.I
fa
n
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
in
iti
at
es
a
ve
ri
fic
at
io
n
un
de
r
pa
ra
gr
ap
h
１
（
c）
,i
t

sh
al
l,
at
th
e
tim

e
of
th
e
re
qu
es
tf
or
th
e
vi
si
t,
in
fo
rm

th
e
Pa
rt
y
w
he
re
th
e
ex
-

po
rt
er
or
pr
od
uc
er
is
lo
ca
te
d
an
d
pr
ov
id
e
th
e
op
po
rt
un
ity

fo
r
th
e
of
fic
ia
ls
of

th
e
Pa
rt
y
w
he
re
th
e
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
is
lo
ca
te
d
to
ac
co
m
pa
ny
th
em

du
r-

in
g
th
e
vi
si
t.

９
.P
ri
or
to
is
su
in
g
a
w
ri
tt
en
de
te
rm
in
at
io
n,
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
sh
al
li
n-

fo
rm

th
e
im
po
rt
er
an
d
an
y
ex
po
rt
er
or
pr
od
uc
er
th
at
pr
ov
id
ed
in
fo
rm
at
io
n

di
re
ct
ly
to
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y,
of
th
e
re
su
lts

of
th
e
ve
ri
fic
at
io
n
an
d,
if
th
e

im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
in
te
nd
s
to
de
ny
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t,
pr
ov
id
e
th
os
e

pe
rs
on
sa

pe
ri
od
of
at
le
as
t３
０
da
ys
fo
rt
he
su
bm
is
si
on
of
ad
di
tio
na
li
nf
or
m
a-

tio
n
re
la
tin
g
to
th
e
or
ig
in
of
th
e
go
od
.
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Ar
tic
le
３
.２８
:D
et
er
m
in
at
io
ns
on
Cl
ai
m
sf
or
Pr
ef
er
en
tia
lT
ar
iff
Tr
ea
tm
en
t

１
.E
xc
ep
ta
so
th
er
w
is
e
pr
ov
id
ed
in
pa
ra
gr
ap
h
２
or
Ar
tic
le
４
.７
（
D
et
er
m
i-

na
tio
ns
）,
ea
ch

Pa
rt
y
sh
al
l
gr
an
t
a
cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
l
ta
ri
ff
tr
ea
tm
en
t

m
ad
e
in
ac
co
rd
an
ce
w
ith

th
is
Ch
ap
te
r
fo
r
a
go
od
th
at
ar
ri
ve
s
in
its
te
rr
ito
ry

on
or
af
te
r
th
e
da
te
of
en
tr
y
in
to
fo
rc
e
of
th
is
A
gr
ee
m
en
t
fo
r
th
at
Pa
rt
y.
In

ad
di
tio
n,
if
pe
rm
itt
ed

by
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y,
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
sh
al
l

gr
an
ta

cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
tm

ad
e
in
ac
co
rd
an
ce
w
ith

th
is

Ch
ap
te
r
fo
r
a
go
od
w
hi
ch
is
im
po
rt
ed
in
to
its
te
rr
ito
ry
or
re
le
as
ed
fr
om

cu
s-

to
m
s
co
nt
ro
lo
n
or
af
te
r
th
e
da
te
of
en
tr
y
in
to
fo
rc
e
of
th
is
Ag
re
em
en
t
fo
r

th
at
Pa
rt
y.

１５
.T
he
U
ni
te
d
St
at
es
m
ay
de
ny

a
cl
ai
m

fo
rp
re
fe
re
nt
ia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
ti
f:

（
a）

it
de
te
rm
in
es
th
at
th
e
go
od
do
es
no
t

qu
al
ify

fo
r
pr
ef
er
en
tia
l
ta
ri
ff
tr
ea
t-

m
en
t;

（
b）
pu
rs
ua
nt
to
pa
ra
gr
ap
h１
４
,i
th
as
no
t

re
ce
iv
ed

su
ffi
ci
en
t
in
fo
rm
at
io
n
to
de
-

te
rm
in
e
th
at

th
e
go
od

qu
al
ifi
es

fo
r

pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t;
or

１０
（
b）

Ja
pa
n
m
ay

de
ny

a
cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
l
ta
ri
ff

tr
ea
tm
en
ti
f:

（
i）
it
de
te
rm
in
es
th
at
th
e

go
od

do
es
no
t
qu
al
ify

fo
r

pr
ef
er
en
tia
l
ta
ri
ff
tr
ea
t-

m
en
t;

否
認
要
件

１０
.T
he
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
sh
al
l:

（
a）

pr
ov
id
e
th
e
im
po
rt
er
w
ith

a
w
ri
tt
en
de
te
rm
in
at
io
n
of
w
he
th
er
th
e
go
od

is
or
ig
in
at
in
g
th
at
in
cl
ud
es
th
e
ba
si
sf
or
th
e
de
te
rm
in
at
io
n;
an
d

（
b）

pr
ov
id
e
th
e
im
po
rt
er
,e
xp
or
te
r
or
pr
od
uc
er
th
at
pr
ov
id
ed
in
fo
rm
at
io
n

du
ri
ng
th
e
ve
ri
fic
at
io
n
or
ce
rt
ifi
ed
th
at
th
e
go
od
w
as
or
ig
in
at
in
g
w
ith

th
e

re
su
lts
of
th
e
ve
ri
fic
at
io
n
an
d
th
e
re
as
on
sf
or
th
at
re
su
lt.

１１
.D
ur
in
g
ve
ri
fic
at
io
n,
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
sh
al
la
llo
w
th
e
re
le
as
e
of
th
e

go
od
,s
ub
je
ct
to
pa
ym
en
to
fd
ut
ie
s
or
pr
ov
is
io
n
of
se
cu
ri
ty
as
pr
ov
id
ed
fo
r
in

its
la
w
.I
fa
s
a
re
su
lt
of
th
e
ve
ri
fic
at
io
n
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
de
te
rm
in
es
th
at

th
e
go
od
is
an
or
ig
in
at
in
g
go
od
,i
ts
ha
ll
gr
an
tp
re
fe
re
nt
ia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
tt
o

th
e
go
od
an
d
re
fu
nd
an
y
ex
ce
ss
du
tie
s
pa
id
or
re
le
as
e
an
y
se
cu
ri
ty
pr
ov
id
ed
,

un
le
ss
th
e
se
cu
ri
ty
al
so
co
ve
rs
ot
he
ro
bl
ig
at
io
ns
.

１２
.I
fv
er
ifi
ca
tio
ns
of
id
en
tic
al
go
od
s
by
a
Pa
rt
y
in
di
ca
te
a
pa
tt
er
n
of
co
nd
uc
t

by
an
im
po
rt
er
,e
xp
or
te
ro
rp
ro
du
ce
ro
ff
al
se
or
un
su
pp
or
te
d
re
pr
es
en
ta
tio
ns

re
le
va
nt
to
a
cl
ai
m
th
at
a
go
od
im
po
rt
ed
in
to
its

te
rr
ito
ry
qu
al
ifi
es
as
an

or
ig
in
at
in
g
go
od
,
th
e
Pa
rt
y
m
ay

w
ith
ho
ld
pr
ef
er
en
tia
l
ta
ri
ff
tr
ea
tm
en
t
to

id
en
tic
al
go
od
si
m
po
rt
ed
,e
xp
or
te
d
or
pr
od
uc
ed
by
th
at
pe
rs
on
un
til
th
at
pe
r-

so
n
de
m
on
st
ra
te
s
th
at
th
e
id
en
tic
al
go
od
s
qu
al
ify

as
or
ig
in
at
in
g.
Fo
r
th
e

pu
rp
os
es
of
th
is
pa
ra
gr
ap
h,
“
id
en
tic
al
go
od
s”

m
ea
ns
go
od
s
th
at
ar
e
th
e

sa
m
e
in
al
lr
es
pe
ct
s
re
le
va
nt
to
th
e
pa
rt
ic
ul
ar
ru
le
of
or
ig
in
th
at
qu
al
ifi
es

th
e
go
od
sa
so
ri
gi
na
tin
g.

１３
.F
or
th
e
pu
rp
os
e
of
a
ve
ri
fic
at
io
n
re
qu
es
t,
it
is
su
ffi
ci
en
tf
or
a
Pa
rt
y
to
re
ly

on
th
e
co
nt
ac
t
in
fo
rm
at
io
n
of
an

ex
po
rt
er
,p
ro
du
ce
r
or
im
po
rt
er
in
a
Pa
rt
y

pr
ov
id
ed
in
a
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
.
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Ar
tic
le
３
.２９
:R
ef
un
ds
an
d
Cl
ai
m
s
fo
r
Pr
ef
er
en
tia
l
Ta
ri
ff
Tr
ea
tm
en
t
af
te
r

Im
po
rt
at
io
n

１
.E
ac
h
Pa
rt
y
sh
al
lp
ro
vi
de
th
at
an
im
po
rt
er
m
ay
ap
pl
y
fo
rp
re
fe
re
nt
ia
lt
ar
-

iff
tr
ea
tm
en
t
an
d
a
re
fu
nd

of
an
y
ex
ce
ss
du
tie
s
pa
id
fo
r
a
go
od
if
th
e
im
-

po
rt
er
di
d
no
t
m
ak
e
a
cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t
at
th
e
tim

e
of

im
po
rt
at
io
n,
pr
ov
id
ed
th
at
th
e
go
od

w
ou
ld
ha
ve
qu
al
ifi
ed

fo
r
pr
ef
er
en
tia
l

ta
ri
ff
tr
ea
tm
en
tw
he
n
it
w
as
im
po
rt
ed
in
to
th
e
te
rr
ito
ry
of
th
e
Pa
rt
y.

２
.A
s
a
co
nd
iti
on
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t
un
de
r
pa
ra
gr
ap
h
１
,t
he

im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
m
ay
re
qu
ir
e
th
at
th
e
im
po
rt
er
:

（
a）

m
ak
e
a
cl
ai
m
fo
rp
re
fe
re
nt
ia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t;

（
b）

pr
ov
id
e
a
st
at
em
en
tt
ha
tt
he
go
od
w
as
or
ig
in
at
in
g
at
th
e
tim

e
of
im
po
r-

ta
tio
n;

（
c）
pr
ov
id
e
a
co
py
of
th
e
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
;a
nd

N
.A
.

N
.A
.

還
付

２
.T
he
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
m
ay
de
ny
a
cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t

if: （
a）

it
de
te
rm
in
es
th
at
th
e
go
od
do
es
no
tq
ua
lif
y
fo
rp
re
fe
re
nt
ia
lt
re
at
m
en
t;

（
b）

pu
rs
ua
nt
to
a
ve
ri
fic
at
io
n
un
de
rA
rt
ic
le
３
.２７
（
Ve
ri
fic
at
io
n
of
O
ri
gi
n）
,

it
ha
sn
ot
re
ce
iv
ed
su
ffi
ci
en
ti
nf
or
m
at
io
n
to
de
te
rm
in
e
th
at
th
e
go
od
qu
al
i-

fie
sa
so
ri
gi
na
tin
g;

（
c）
th
e
ex
po
rt
er
,p
ro
du
ce
ro
ri
m
po
rt
er
fa
ils
to
re
sp
on
d
to
a
w
ri
tt
en
re
qu
es
t

fo
ri
nf
or
m
at
io
n
in
ac
co
rd
an
ce
w
ith

Ar
tic
le
３
.２７
（
Ve
ri
fic
at
io
n
of
O
ri
gi
n）

;
（
d）

af
te
r
re
ce
ip
t
of
a
w
ri
tt
en

no
tif
ic
at
io
n
fo
r
a
ve
ri
fic
at
io
n
vi
si
t,
th
e
ex
-

po
rt
er
or
pr
od
uc
er
do
es
no
tp
ro
vi
de
its
w
ri
tt
en
co
ns
en
ti
n
ac
co
rd
an
ce
w
ith

Ar
tic
le
３
.２７
（
Ve
ri
fic
at
io
n
of
O
ri
gi
n）

;o
r

（
e）
th
e
im
po
rt
er
,e
xp
or
te
r
or
pr
od
uc
er
fa
ils

to
co
m
pl
y
w
ith

th
e
re
qu
ir
e-

m
en
ts
of
th
is
Ch
ap
te
r.

３
.I
fa
n
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
de
ni
es
a
cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t,
it

sh
al
li
ss
ue
a
de
te
rm
in
at
io
n
to
th
e
im
po
rt
er
th
at
in
cl
ud
es
th
e
re
as
on
s
fo
r
th
e

de
te
rm
in
at
io
n.

４
.A

Pa
rt
y
sh
al
ln
ot
re
je
ct
a
cl
ai
m
fo
r
pr
ef
er
en
tia
lt
ar
iff
tr
ea
tm
en
t
fo
r
th
e

so
le
re
as
on
th
at
th
e
in
vo
ic
e
w
as
is
su
ed
in
a
no
n-
Pa
rt
y.
If
an
in
vo
ic
e
is
is
su
ed

in
a
no
n-
Pa
rt
y,
a
Pa
rt
y
sh
al
lr
eq
ui
re
th
at
th
e
ce
rt
ifi
ca
tio
n
of
or
ig
in
be
se
pa
-

ra
te
fr
om

th
e
in
vo
ic
e.

（
c）
th
e
im
po
rt
er
fa
ils
to
co
m
pl
y
w
ith

th
e

re
qu
ir
em
en
ts
of
th
es
e
Ru
le
s
of
O
ri
gi
n

an
d
O
ri
gi
n
Pr
oc
ed
ur
es
.

（
ii）

pu
rs
ua
nt

to
su
bp
ar
a-

gr
ap
h
（
a）
,i
t
ha
s
no
t
re
-

ce
iv
ed

su
ffi
ci
en
t
in
fo
rm
a-

tio
n
fr
om

th
e
im
po
rt
er
to

de
te
rm
in
e
th
at

th
e
go
od

qu
al
ifi
es

fo
r
pr
ef
er
en
tia
l

ta
ri
ff

tr
ea
tm
en
t;
or

（
iii
）
th
e
im
po
rt
er

fa
ils

to
co
m
pl
y
w
ith

th
e
re
qu
ir
e-

m
en
ts
of
th
is
Se
ct
io
n.
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以
降
略

（
d）

pr
ov
id
e
su
ch
ot
he
r
do
cu
m
en
ta
tio
n
re
la
tin
g
to
th
e
im
po
rt
at
io
n
of
th
e

go
od
as
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y
m
ay
re
qu
ir
e,

no
la
te
r
th
an

on
e
ye
ar
af
te
r
th
e
da
te
of
im
po
rt
at
io
n
or
a
lo
ng
er
pe
ri
od
if

sp
ec
ifi
ed
in
th
e
im
po
rt
in
g
Pa
rt
y’

sl
aw
.


